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都
城

市
民
の
願
い
が
か
な
う　

南
九
州
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ　

M
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みやこのじょう

◆男女共同参画の推進　◆介護保険料の年金差し引き　◆議会だより
◆歯と口の健康週間　◆特定健康診査・後期高齢者健康診査
◆ハロー市役所元気講座　◆外国人住民へ住民票コードを送付します
◆都城島津伝承館企画展「災害と都城のひとびと」　
◆働いている人、働きたい人を応援します！

家
畜
防
疫
日
本
一の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て



家
畜
防
疫
日
本
一
の

ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て

10日・20日・30日は
都城地域

一斉消毒の日

毎月

口
蹄
疫
の
終
息
か
ら
３
年
が
経
過
し
、

家
畜
伝
染
病
に
対
す
る
防
疫
意
識
を
風

化
さ
せ
な
い
こ
と
が
、
重
要
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
も
う
一
度
、
家
畜
防
疫
の

重
要
性
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
今

行
っ
て
い
る
対
策
が
十
分
か
ど
う
か
を

検
証
し
て
、
市
民
一
丸
と
な
っ
た
「
家

畜
防
疫
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

畜
産
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23
ー
２
７
６
９

　

国
内
有
数
の
畜
産
基
地
で
あ
る
本
市

を
は
じ
め
と
す
る
宮
崎
県
を
襲
っ
た
口

蹄
疫
は
、
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
畜

産
業
の
み
な
ら
ず
、
地
域
経
済
や
市
民

生
活
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

家
畜
伝
染
病
の
発
生
状
況
を
み
る

と
、
口
蹄
疫
は
中
国
や
台
湾
、
韓
国
、

ロ
シ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
な
ど
に
お
い
て
、

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
中
国
や
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
継
続
的
に
発
生
し

て
い
て
、
日
本
国
内
で
い
つ
発
生
し
て
も

お
か
し
く
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
「
家
畜
防
疫
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
す
に
は
、
畜
産
関
係
者
の
日
頃

の
防
疫
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
が
一

体
と
な
っ
た
防
疫
体
制
へ
の
取
り
組
み

や
協
力
が
必
要
で
す
。

毎
月
10
日
・
20
日
・
30
日
は

　
　
「
都
城
地
域
一
斉
消
毒
の
日
」

　

畜
産
農
家
の
皆
さ
ん
は
、「
自
分
の

家
畜
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
意
識
の

も
と
に
、
毎
日
の
畜
舎
や
敷
地
内
の
消

毒
と
合
わ
せ
て
、
毎
月
10
日
・
20
日
・

30
日
に
は
、
日
頃
の
防
疫
の
実
施
状
況

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
消
毒
の
徹
底
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
、
不
用
意

に
農
場
に
近
づ
い
た
り
、
立
ち
入
っ
た

り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
も
の
発
生
に
備
え
て

　

市
で
は
、
口
蹄
疫
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
な
ど
の
家
畜
伝
染
病
が
発
生
し
た

場
合
に
備
え
て
、
迅
速
な
防
疫
措
置
が

と
れ
る
よ
う
対
策
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

高
城
総
合
支
所
管
内
に
防
疫
資
材
の

備
蓄
を
行
う
と
と
も
に
、
平
成
24
年
度

は
、
国
道
２
６
９
号
の
宮
崎
市
境
と
鹿

児
島
県
曽
於
市
境
の
２
カ
所
に
有
事

の
と
き
に
の

み
使
用
す
る

常
設
型
の
車

両
消
毒
ポ
イ

ン
ト
を
設
置

し
、
万
が
一

発
生
し
た
場

合
に
備
え
て

い
ま
す
。

　
家
畜
防
疫
施
設
の
補
助
金
を
交
付

　

市
で
は
、
家
畜
伝
染
病
の
侵
入
や
ま

ん
延
を
防
止
す
る
た
め
の
防
疫
施
設
、

機
械
な
ど
を
導
入
す
る
場
合
、
経
費
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

●
対
象　

動
力
噴
霧
器
、
消
毒
槽
、
消

毒
マ
ッ
ト
、
消
毒
タ
ン
ク
、
車
両
消
毒

装
置
、
防
鳥
ネ
ッ
ト
、
防
護
柵
ほ
か

●
補
助
率　

設
置
に
要
し
た
経
費
の
２

分
の
１
以
内
（
上
限
20
万
円
）

　本市では、宮崎県をはじめ関係機関と
協力して、畜産農家への防疫指導に継続
して取り組んでいます。４月下旬に行わ
れた和牛生産農家に対する巡回指導で
は、都城家畜保健衛生所の職員と担当職
員が農場を訪問。普段の飼育や衛生管理
状況を確認するとともに、日頃の防疫作
業の充実について指導しました。

継続的に取り組んでいます！

家
畜
防
疫
日
本
一
の

ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て

稲元清さん（横市町）の農場での
巡回指導の様子

車両消毒ポイント

22013.6



　

介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
は
、
４
・

６
・
８
月
の
仮
徴
収
と
、
10
・
12
・
２

月
の
本
徴
収
で
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ

ま
す
。

　

一
昨
年
と
前
年
を
比
較
し
て
所
得
や

収
入
に
増
減
が
あ
っ
た
り
、
世
帯
状
況

に
異
動
が
あ
っ
た
り
し
た
場
合
、
保
険

料
額
が
変
更
に
な
る
こ
と
か
ら
、
仮
徴

　
「
女
性
だ
か
ら
」「
男
性
だ
か
ら
」
と

　
「
女
性
だ
か
ら
」「
男
性
だ
か
ら
」
と

い
っ
た
、
固
定
的
な
役
割
分
担
の
殻
に

い
っ
た
、
固
定
的
な
役
割
分
担
の
殻
に

閉
じ
込
め
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
。

閉
じ
込
め
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
。

そ
し
て
、
女
性
だ
け
で
な
く
、
男
性
に

そ
し
て
、
女
性
だ
け
で
な
く
、
男
性
に

と
っ
て
も
幸
せ
な
社
会
。
そ
れ
が
、
男

と
っ
て
も
幸
せ
な
社
会
。
そ
れ
が
、
男

女
共
同
参
画
が
目
指
す
社
会
で
す
。

女
共
同
参
画
が
目
指
す
社
会
で
す
。

こ
の
機
会
に
家
庭
や
職
場
な
ど
で
、
身

こ
の
機
会
に
家
庭
や
職
場
な
ど
で
、
身

近
な
問
題
と
し
て
男
女
共
同
参
画
に
つ

近
な
問
題
と
し
て
男
女
共
同
参
画
に
つ

い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ　

生
活
文
化
課

◎
問
い
合
わ
せ　

生
活
文
化
課

　
　
　
　
　
　
　

☎

　
　
　
　
　
　
　

☎
2323
ー
２
１
２
１

ー
２
１
２
１

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
担
い
手
が
少
な
く
な
っ
て
い
く

現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
全
て
の
人
が

自
分
の
能
力
や
個
性
を
十
分
に
発
揮
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
性
別
に
関
わ
ら
ず

お
互
い
の
役
割
を
認
め
合
う
「
男
女
共

同
参
画
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
、
私

た
ち
一
人
一
人
が
問
題
の
解
決
に
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
本
年
度
も
国
や
県

と
協
力
し
て
、
企
業
や
団
体
、
地
域
に

対
す
る
啓
発
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

平
成
25
年
度 

介
護
保
険
料
の
年
金
差
し
引
き

収
と
本
徴
収
の
額
に
大
き
な
差
が
生
じ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
仮
徴

収
と
本
徴
収
の
ば
ら
つ
き
を
抑
え
て
、

各
支
払
い
月
の
保
険
料
額
が
で
き
る
だ

け
均
等
に
な
る
よ
う
に
、
毎
年
８
月
の

差
し
引
き
額
を
調
整
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23
ー
２
５
９
６

Ｄ
Ｖ
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

配
偶
者
や
恋
人
な
ど
親
密
な
関
係
に

あ
る
人
や
、
あ
っ
た
人
か
ら
受
け
る
暴

力
の
こ
と
を
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ

オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
と
い
い
ま
す
。
Ｄ

Ｖ
は
、
身
体
的
な
暴
力
だ
け
で
な
く
、

精
神
的
・
性
的
な
暴
力
も
含
ま
れ
て
い

て
、
と
き
に
そ
れ
ら
が
複
雑
に
絡
み
合

い
、被
害
者
の
心
と
体
を
傷
つ
け
ま
す
。

　

こ
れ
ら
Ｄ
Ｖ
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
人

権
や
尊
厳
を
著
し
く
侵
害
す
る
ば
か
り

か
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
推
進
す
る

上
で
、
特
に
解
決
す
べ
き
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

我
慢
せ
ず
、
相
談
を
！

　

市
で
は
、
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら
受
け
る
Ｄ
Ｖ
の
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
い
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。一
人
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

都
城
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

●
相
談
時
間　

毎
週
月
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

10
時
〜
16
時

●
相
談
専
用
電
話

　

☎
23
ー
７
１
５
７

６
月
23
日
㈰
〜
29
日
㈯
は

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
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３
月
議
会
で
は
、
６
日
間
に
わ
た
り

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
26
人
の
議
員
が

質
問
に
立
ち
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で

す
。

◆
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

質
１　

発
達
障
が
い
の
早
期
発
見
の

た
め
、
ど
の
よ
う
な
手
立
て
を
取
っ
て

い
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
１　

本
市
で
は
１
歳
６
カ
月
、
２

歳
６
カ
月
、
３
歳
６
カ
月
の
時
に
実
施

し
て
い
る
幼
児
健
診
で
、
発
達
面
の
観

察
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
幼
児

を
対
象
に
、フ
ォ
ロ
ー
教
室
を
開
催
し
、

そ
の
後
の
経
過
観
察
を
行
っ
て
い
ま

す
。
希
望
す
る
人
へ
は
、
心
理
士
相
談

や
言
葉
の
相
談
・
訓
練
を
案
内
し
、
保

護
者
の
同
意
が
得
ら
れ
る
場
合
は
、
通

平
成
平
成
2525
年
第
１
回
市
議
会
が
、
２
月

年
第
１
回
市
議
会
が
、
２
月
2525
日
か
ら
３
月

日
か
ら
３
月
2222
日
ま
で
の

日
ま
で
の
2626
日
間
の
会
期

日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
平
成

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
平
成
2424
年
度
都
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算
や
平

年
度
都
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算
や
平

成成
2525
年
度
都
城
市
一
般
会
計
当
初
予
算
な
ど
市
長
提
出
議
案

年
度
都
城
市
一
般
会
計
当
初
予
算
な
ど
市
長
提
出
議
案
5959
件
、
諮
問
６
件
、

件
、
諮
問
６
件
、

議
員
提
出
議
案
２
件
、
委
員
会
提
出
議
案
１
件
、
請
願
３
件
（
う
ち
２
件
は
継
続

議
員
提
出
議
案
２
件
、
委
員
会
提
出
議
案
１
件
、
請
願
３
件
（
う
ち
２
件
は
継
続

審
査
分
）、
報
告
８
件
の
合
計

審
査
分
）、
報
告
８
件
の
合
計
7979
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
結
果
、
請
願
３
件
が

件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
結
果
、
請
願
３
件
が

継
続
審
査
と
な
っ
た
ほ
か
は
、
す
べ
て
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

継
続
審
査
と
な
っ
た
ほ
か
は
、
す
べ
て
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
25
年
３
月
議
会

園
す
る
保
育
園
・
幼
稚
園
へ
の
情
報
提

供
も
行
っ
て
い
ま
す
。

質
２　

５
歳
児
健
診
導
入
の
必
要
性

に
つ
い
て
市
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

答
２　

全
国
に
は
５
歳
児
健
診
を
実

施
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
り
ま
す
が
、

県
内
で
実
施
し
て
い
る
市
は
あ
り
ま
せ

ん
。
健
診
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
発
達

障
が
い
の
早
期
発
見
・
療
育
の
た
め
に

は
、
健
診
の
場
に
診
断
が
で
き
る
専
門

医
の
配
置
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た

専
門
ス
タ
ッ
フ
の
存
在
が
欠
か
せ
ず
、

現
在
の
本
市
の
状
況
で
は
、
取
り
組
む

こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
５
歳
児
健
診
は
実
施

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
発
達
障
が
い
の
可

能
性
の
あ
る
幼
児
へ
の
支
援
は
「
こ
ど

も
発
達
セ
ン
タ
ー
き
ら
き
ら
」
を
設
置

し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

◆
震
災
被
災
地
域
に
対
す
る
支
援

　

に
つ
い
て

質　

市
が
職
員
を
派
遣
す
る
と
き
の

調
整
や
選
考
基
準
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

答　

現
在
、
本
市
は
、
平
成
24
年
４

月
よ
り
１
年
間
の
長
期
の
派
遣
を
行
っ

て
い
ま
す
。
宮
城
県
気
仙
沼
市
の
用
地

交
渉
や
福
祉
関
係
の
一
般
的
な
事
務
に

２
人
、
宮
城
県
南
三
陸
町
の
復
興
事
業

推
進
の
技
術
的
な
事
務
に
２
人
を
派
遣

し
て
い
ま
す
。

　

派
遣
職
員
の
選
考
基
準
・
方
法
は
、

現
在
派
遣
中
（
平
成
25
年
３
月
現
在
）

の
職
員
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
12
月

に
全
国
市
長
会
か
ら
の
派
遣
要
請
を
受

け
て
、
全
庁
的
に
派
遣
希
望
者
を
募
集

し
、そ
の
中
か
ら
選
考
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
選
考
し
た
職
員
ご
と
に
対
応

で
き
る
職
務
を
明
記
し
、
全
国
市
長
会

へ
申
し
込
み
、
そ
の
後
、
全
国
市
長
会

で
被
災
地
の
市
町
村
と
調
整
を
行
い
、

派
遣
先
市
町
村
の
決
定
を
受
け
ま
し

た
。
被
災
市
町
村
で
は
復
興
事
業
の
本

格
実
施
に
伴
う
膨
大
な
業
務
に
対
し
、

特
に
土
木
技
術
関
係
の
人
員
が
不
足
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

昨
年
11
月
に
総
務
省
が
行
っ
た
被
災

市
町
村
の
平
成
25
年
度
の
派
遣
要
望
調

査
に
よ
る
と
、
市
町
村
職
員
の
派
遣

要
望
者
数
は
１
、

３
８
０
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の

要
請
に
応
え
る
た

め
、
本
市
は
平
成

25
年
度
も
引
き
続

き
職
員
を
派
遣
す

る
予
定
で
す
。

25 年度当初予算（16件）
【一般会計】 737億 3,000 万円　　
【特別会計】  447 億 8,475 万６千円
【水道事業会計】 37億 4,239 万８千円

24 年度補正予算（17件）
【一般会計】 16億 5,631 万９千円
【特別会計】 △ ９億 7,778 万円　　
【水道事業会計】 △ １億 6,224 万７千円

条例の制定・一部改正（21件）
◇都城市職員退職手当支給条例等の一部を
　改正する条例の制定について

ほか 20件

その他（５件）
◇市道の廃止について ほか４件

諮問（６件）
◇人権擁護委員候補者の推薦につき議会の
　意見を求めることについて　　 ほか５件

議員提出議案（２件）
◇環太平洋戦略的経済連携協定（TPP）交
　渉への参加に反対する意見書　 ほか１件

委員会提出議案（１件）
◇都城市議会基本条例の制定について

請願（３件）　〔継続審査〕
報告（８件）
◇専決処分した事件の報告について

ほか７件
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◆
生
活
保
護
費
つ
い
て

質　

本
市
の
不
正
受
給
の
有
無
や
内

容
に
つ
い
て
、
ま
た
不
正
受
給
へ
の
罰

則
規
定
や
処
置
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

生
活
保
護
法
第
78
条
に
「
不
実

の
申
請
そ
の
他
不
正
な
手
段
に
よ
り
保

護
を
受
け
、
又
は
他
人
を
し
て
受
け
さ

せ
た
者
が
あ
る
と
き
は
、･･･　

そ
の

費
用
の
全
部
又
は
一
部
を
、
そ
の
者
か

ら
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
規

定
が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
は
、
こ
の

法
第
78
条
の
適
用
が
あ
っ
た
も
の
を
不

正
受
給
と
呼
び
ま
す
。

　

本
市
で
も
不
正
受
給
が
あ
り
、
主
な

も
の
は
、
収
入
を
申
告
し
な
か
っ
た
も

の
、
年
金
や
給
付
を
申
告
し
な
か
っ
た

も
の
、
援
助
や
仕
送
り
を
申
告
し
な

か
っ
た
も
の
な
ど
で
す
。

　

不
正
受
給
者
に
対
し
て
の
処
置
で
す

が
、
１
回
目
の
不
正
受
給
を
も
っ
て
す

ぐ
に
保
護
の
停
止
や
廃
止
を
行
う
の
で

は
な
く
、
今
後
適
正
に
申
告
な
ど
を
す

る
よ
う
文
書
に
よ
る
指
導
を
行
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
指
導
に
従
わ
ず
不
正
受

給
を
行
っ
た
場
合
は
、
聴
聞
会
を
開
催

し
、
弁
明
を
聞
い
た
上
で
処
分
の
決
定

を
行
い
ま
す
。
処
分
の
内
容
は
、
保
護

の
停
止
や
廃
止
な
ど
で
す
。
本
市
の
不

正
受
給
の
状
況
は
、
平
成
23
年
度
で
55

件
、
費
用
徴
収
決
定
額
の
合
計
が
１
、

６
５
２
万
５
、４
６
０
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◆
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経

　

済
連
携
協
定
）
に
つ
い
て

質
１　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
点
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

答
１　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
自
由
化
レ
ベ
ル

が
高
い
包
括
的
な
協
定
で
、
物
や
サ
ー

ビ
ス
の
貿
易
自
由
化
だ
け
で
な
く
、
政

府
調
達
、
貿
易
円
滑
化
、
競
争
政
策
な

ど
の
幅
広
い
分
野
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
関
税
の
撤

廃
に
よ
る
貿
易
の
自
由
化
が
進
む
こ
と

で
日
本
製
品
の
輸
出
額
が
増
大
す
る
こ

と
や
、
大
手
の
製
造
業
の
企
業
に
と
っ

て
は
、
貿
易
の
効
率
化
に
よ
る
利
益
の

増
大
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
安
い
農
産

物
が
流
入
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
農
業

が
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
こ
と
や

食
品
添
加
物
・
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
・

残
留
農
薬
な
ど
の
規
制
緩
和
に
よ
る
食

の
安
全
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

本
市
は
、
農
林
畜
産
業
が
基
幹
産
業

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
に
与
え
る
影

響
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
と
危
惧
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

質
２　

交
渉
参
加
に
な
れ
ば
、
地
方

自
治
を
預
か
る
者
と
し
て
、
ま
た
畜
産

地
帯
を
抱
え
る
長
と
し
て
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
国
に
望
む
か
伺
い
た
い
。

答
２　

仮
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ

た
場
合
は
、
当
然
な
が
ら
、
農
畜
産
業

は
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
を
被
る
可
能
性
が

高
い
と
思
い
ま
す
。

　

交
渉
の
中
で
何
を
ど
の
く
ら
い
関
税

撤
廃
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ

ぞ
れ
に
交
渉
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

本
市
に
と
っ
て
重
要
な
品
目
に
つ
い

て
、
県
や
市
長
会
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な

団
体
を
通
し
て
、
き
ち
ん
と
要
望
し
て

い
く
こ
と
に

よ
り
、
本
市

の
産
業
に
影

響
の
な
い
、

ま
た
は
少
な

く
な
る
よ
う

最
大
限
努
力

し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い

ま
す
。

◆
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

質　

高
齢
者
福
祉
施
設
へ
の
申
し
込

み
や
相
談
方
法
、利
用
料
を
伺
い
た
い
。

答　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
申
し

込
み
は
福
祉
課
ま
た
は
、
各
総
合
支
所

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護

保
険
の
施
設
は
、
各
施
設
で
直
接
、
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
施
設
情
報
や
利
用

上
の
相
談
は
、
担
当
の
介
護
支
援
専
門

員
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
介
護

保
険
課
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
な

お
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
場

合
は
、
要
介
護
認
定
が
必
要
で
す
。

　

利
用
料
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
種
類

や
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
で
負
担
す
る
費
用

が
異
な
り
ま
す
。
低
所
得
の
人
に
対
し

て
、
利
用
料
の
減
額
免
除
が
適
用
さ
れ

る
施
設
も
あ
れ
ば
、
さ
れ
な
い
施
設
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
施
設
の
中
で
日
常

生
活
上
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
賄
わ
れ
る

と
こ
ろ
や
、
外
部
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
に

よ
り
賄
わ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
利
用
料
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で
確
認

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
有

料
老
人
ホ
ー
ム
や
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
、

サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
向
け
住
宅
に
つ
い

て
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
介

護
保
険
課
で
一
覧
表
を
作
成
し
、
施
設

情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

傍聴においでください
　市議会は、３月、６月、９月、12 月の
定例会や臨時会で、市民に関係の深い議案
や請願などを審議します。傍聴席は、市役
所西館６階にありますので、ご自由におい
でください。
　また、ＢＴＶケーブルテレビ（デジタル
121ch）でも、市議会の中継放送や録画放
送を行っています。
●問い合わせ　議会事務局　☎ 23 ー 7869
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毎
日
の
食
事
を
し
っ
か
り
噛
ん
で
、
お

い
し
く
食
べ
る
こ
と
は
、
健
康
な
生
活

の
基
本
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
乳
幼
児
期
か
ら
虫
歯

予
防
を
始
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
家
族
で
歯
と
口
の
健
康

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23
ー
２
６
８
４

幼
児
の
虫
歯
の
現
状

　

３
歳
児
健
康
診
査
で
虫
歯
が
見
つ

か
っ
た
幼
児
の
割
合
は
、
年
々
減
少
し

て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
平
成
23
年

度
時
点
で
の
全
国
平
均
が
20
・
４
㌫
で

あ
る
の
に
対
し
、
本
市
で
は
31
・
１
㌫

と
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

幼
児
一
人
当
た
り
の
虫
歯
の
本
数
も
、

全
国
平
均
の
２
倍
近
く
と
な
っ
て
い

て
、
良
い
状
況
に
あ
り
ま
せ
ん
。

６
月
４
日
㈫
か
ら
10
日
㈪
は
歯
と
口
の
健
康
週
間
で
す

市
の
取
り
組
み

　

歯
科
健
康
診
査
を
受
け
た
幼
児
の
保

護
者
は
、
子
ど
も
の
虫
歯
予
防
へ
の
関

心
が
高
ま
り
、
家
庭
で
の
歯
磨
き
や
歯

科
医
院
へ
の
定
期
的
な
受
診
が
徹
底
さ

れ
、
虫
歯
の
割
合
が
減
少
す
る
傾
向
が

見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
乳
幼
児
期
の
虫
歯

予
防
策
と
し
て
、
２
歳
６
カ
月
児
歯
科

健
康
診
査
を
実
施
。
歯
科
医
師
に
よ
る

歯
科
健
康
診
査
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る

虫
歯
予
防
指
導
や
フ
ッ
素
塗
布
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
１
歳
６

カ
月
児
・
３
歳
児
健
康
診
査
の
時
に
も
、

歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科
健
康
診
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

虫
歯
に
な
る
前
に
お
口
の
チ
ェ
ッ
ク

　

歯
や
口
の
状
態
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
。
生

活
習
慣
や
年
代
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま

す
。
歯
の
健
康
は
、
子
ど
も
だ
け
で
は
な

く
、
大
人
に
と
っ
て
も
大

切
で
す
。
家
族
み
ん
な
で

定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受

け
て
、
歯
や
口
の
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

妊
娠
し
た
ら
歯
科
健
診

　

妊
娠
中
は
、
つ
わ
り
の
た
め
に
歯
磨

き
が
満
足
に
で
き
な
か
っ
た
り
、
ホ
ル

モ
ン
の
分
泌
が
変
化
す
る
た
め
唾
液
の

量
が
減
っ
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、
口
の

中
が
酸
性
に
傾
き
、
虫
歯
や
歯
周
病
、

知
覚
過
敏
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

特
に
、
歯
周
病
は
早
産
な
ど
の
要
因
の

一
つ
で
あ
る
と
い
う
調
査
結
果
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

妊
娠
し
た
ら
大
切
な
赤
ち
ゃ
ん
と
お

母
さ
ん
自
身
の
た
め
に
、
安
定
期
に

入
っ
て
か
ら
の
歯
科
健
診
を
お
勧
め
し

ま
す
。
な
お
、妊
娠
中
の
歯
科
治
療
は
、

一
般
的
に
妊
娠
５
〜
７
カ
月
の
妊
娠
中

期
が
適
し
て
い
ま
す
。

虫歯予防のために
　　生活習慣の見直しを
普段の生活で、子どもに、むし歯になりやすい
習慣がついてしまっていませんか？
●おやつの与え方
　おやつは、回数や時間を決めましょう。
　いつも甘いお菓子を与えるのではなく、乳製
品や果物、いも類などカル
シウムや食物繊維を含むも
のを上手に与えましょう。

●歯磨きの習慣づけ
　歯磨きは虫歯予防の基本です。
　小さな子どもに、毎食後歯磨きをさせるのは
難しいことですが、家族も一緒に歯磨きをした
り、仕上げ磨きをしたりするなど、
少しでも楽しい時間になるよう工
夫してみましょう。
　また、磨く時は、短時間でやさ
しく軽い力で磨きましょう。

始
め
よ
う　

 

家
族
み
ん
な
で

の
健
康
づ
く
り

お活歯康

市
の
取
り
組
み
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肥
満
や
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高
脂
血
症

な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
早
期
発

見
に
つ
な
が
る
特
定
健
診
。

必
ず
受
診
し
て
、
健
康
づ
く
り
に
役
立

て
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23
ー
２
７
６
５

特
定
健
診
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

特
定
健
診
は
、
食
生
活
や
喫
煙
、
飲

酒
、
運
動
不
足
な
ど
と
の
関
係
が
深
い

生
活
習
慣
病
の
前
ぶ
れ
で
あ
る
、「
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
メ
タ

ボ
）」
に
着
目
し
た
健
診
で
す
。
生
活

習
慣
病
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
必
ず
指

定
医
療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
も
、
メ
タ
ボ
と
診
断
さ
れ
た
ら

　

内
臓
の
周
り
に
脂
肪
が
付
く
内
臓
脂

肪
型
肥
満
に
加
え
て
、
高
血
糖
や
高
血

圧
、
脂
質
異
常
と
い
う
危
険
因
子
を
２

つ
以
上
持
っ
て
い
る
人
に
は
、
内
臓
脂

肪
減
量
の
た
め
の
行
動
目
標
を
立
て

て
、
医
師
や
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
な

ど
の
専
門
家
に
よ
る
３
カ
月
以
上
の
保

健
指
導
（
積
極
的
支
援
）
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
危
険
因
子
が
１
つ
の
人
は
メ

タ
ボ
予
備
軍
と
し
て
、
生
活
習
慣
改
善

の
た
め
の
指
導
（
動
機
付
け
支
援
）
を

行
い
ま
す
。

保
健
指
導
は
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

　

特
定
健
診
の
結
果
、
毎
年
、
市
内
で

も
約
３
、０
０
０
人
ほ
ど
が
メ
タ
ボ
や

そ
の
予
備
軍
と
判
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
人
を
対
象
に
、
改
善
と
予

防
に
向
け
た
支
援
を「
特
定
保
健
指
導
」

と
い
い
、
程
度
に
応
じ
て
ラ
ン
ク
分
け

を
行
い
、
医
師
や
保
健
師
、
管
理
栄
養

士
な
ど
の
専
門
家
と
一
緒
に
食
生
活
や

運
動
方
法
な
ど
の
生
活
習
慣
を
見
直
し

て
い
き
ま
す
。
メ
タ
ボ
を
進
行
さ
せ
な

い
た
め
に
、
一
緒
に
目
標
を
立
て
、
目

標
が
達
成
で
き
る
よ
う
に
、
随
時
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。　
　

　

集
団
指
導
で
は
、
運
動
指
導
や
栄
養

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
土
・

日
曜
日
や
夜
間
に
開
催
し
て
い
る
教
室

も
あ
り
ま
す
。

※
集
団
指
導
に
参
加
で
き
な
い
人
な
ど

個
別
の
保
健
指
導
を
希
望
す
る
人

に
は
、
自
宅
に
訪
問
指
導
員
が
伺

う
場
合
が
あ
り
ま
す

●
対
象
者

〈
特
定
健
康
診
査
〉　

40
〜
74
歳
の
国
民

健
康
保
険
加
入
者

〈
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
〉　

75
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

●
受
診
期
間

　

６
月
１
日
㈯
〜
10
月
31
日
㈭

※
追
加
健
診
は
あ
り
ま
せ
ん

●
受
診
場
所　

指
定
の
医
療
機
関

●
検
査
項
目　

身
長
・
体
重
・
腹
囲
・

血
圧
・
尿
検
査
・
血
液
検
査

●
受
診
方
法

　

対
象
者
に
は
、
特
定
健
康
診
査
受
診

券
お
よ
び
問
診
表
を
す
で
に
郵
送
し
て

い
ま
す
。
問
診
表
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
受
診
券
と
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
（
そ
れ
に
代
わ
る
証
明
書
な
ど
）
を
医

療
機
関
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
昨
年
の
健
診
結
果
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
受
診
時
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い

●
そ
の
他

　

生
活
習
慣
病
を
治
療
中
の
人
は
、
主

治
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
施
設
入
所
者
や
６
カ
月
以
上
の
長
期

入
院
者
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。
人

間
ド
ッ
ク
な
ど
と
重
複
し
て
受
診

し
た
場
合
、
特
定
健
診
料
は
自
己

負
担
に
な
り
ま
す

今
年
も

始
ま
り
ま
す
！

特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
が
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区分 講座名 担当課・連絡先

市
政

市政PR講座 秘書広報課 ☎23 ｰ 2472
都城市の財政について 財政課 ☎23 ｰ 2113
都城市の行革について 行政改革課 ☎23 ｰ 7161
地方自治制度について

総務課 ☎23 ｰ 2117情報公開とプライバシー保護
行政手続き制度について
選挙の仕組みについて 選挙管理委員会 ☎23 ｰ 7864
市県民税について 市民税課 ☎23 ｰ 2123
固定資産税の豆知識 資産税課 ☎23 ｰ 2124
国民健康保険・後期高齢者
医療制度について 保険年金課 ☎23 ｰ 2127
国民年金制度について
市民課窓口業務講座 市民課 ☎23 ｰ 2128
みんなで支える介護保険 介護保険課 ☎23 ｰ 2114

福
祉

障がい者福祉サービスについて

福祉課 ☎23 ｰ 2980
地域福祉活動について
心の健康
自殺予防について

児童福祉サービスについて
こども課 ☎23 ｰ 2684
保育課 ☎23 ｰ 4894

母子・寡婦福祉サービスについて こども課 ☎23 ｰ 2684

健
康

予防接種について

こども課 ☎23 ｰ 2684
健康管理① 食育編
健康管理② 妊婦編
健康管理③ 乳幼児編
健康管理④ 成人編（１）

健康課 ☎23 ｰ 2765
健康管理⑤ 成人編（２）
健康管理⑥ 高齢者編（１）

介護保険課 ☎23 ｰ 2114
健康管理⑦ 高齢者編（２）
健康管理⑧ 食生活編 健康課 ☎23 ｰ 2765
認知症講座 介護保険課 ☎23 ｰ 2114

環
境

環境学習会 環境業務課 ☎24 ｰ 5560
都城市の河川について

環境政策課 ☎23 ｰ 2130
都城市の公害苦情について
都城市の地下水について 森林保全課 ☎23 ｰ 2152
上水道の話 水道局工務課 ☎23 ｰ 4270
よりよい水環境を目指して 下水道課 ☎23 ｰ 5921
清掃工場ってどんなとこ？ 清掃工場 ☎23 ｰ 0277

産
業

都城市の企業立地について
工業振興課 ☎23 ｰ 2753都城市の地場産業について

都城市の工業について
中心市街地の活性化 商業観光課 ☎23 ｰ 2983
都城市の観光・イベント 商業観光課（観光）☎ 23 ｰ 2615
都城市の農業 農政課 ☎23 ｰ 2768

区分 講座名 担当課・連絡先

都
市
計
画

都城志布志道路について

都市計画課 ☎ 23 ｰ 2762
まち学習① 都市計画マスタープラン
まち学習② 景観まちづくり
まち学習③ 地区計画

教

育

いじめ、不登校はみんなで解決！
学校教育課 ☎ 23 ｰ 9544

青少年の非行と防止について
家庭教育（親の役割）

生涯学習課 ☎ 23 ｰ 9545

乳幼児期のしつけの重要性
子どものときからコミュニケーション
お父さん、お母さん、もっと聞き上手に
親が変われば子どもも変わる
絵本と子育て
6歳までの「簡単な習慣」が
子育ての決め手！
思春期における子どもの心理と行動
今、PTAが楽しい
高齢者よ、今が旬
子どもの夢を育む子ども会
生涯学習について

人
権

男女共同参画社会の実現に向けて 生活文化課 ☎ 23 ｰ 2121
人権感覚を磨こう 生涯学習課 ☎ 23 ｰ 9545

国
際
交
流

モンゴル紹介
生活文化課 ☎ 23 ｰ 2295中国紹介

アメリカ紹介
文化 美術館講座　鑑賞の楽しみ 美術館 ☎ 25 ｰ 1447
図書 図書館への招待 図書館 ☎ 22 ｰ 0239
防災 防災講座 危機管理課 ☎ 23 ｰ 2129
消費
生活 悪徳商法から財産を守る 生活文化課 ☎ 23 ｰ 2121

交通
安全 交通安全～命を守る 生活文化課 ☎ 23 ｰ 7183

議会 議会のしくみ 議会事務局 ☎ 23 ｰ 7869

体
験
し
よ
う
！

防火講話 消防局総務課 ☎ 22 ｰ 8882

救命入門コース

消防局警防救急課 ☎ 22 ｰ 8883救急法講習

普通救命講習

施
設
見
学

リサイクルプラザ・さいせい館 リサイクルプラザ ☎ 36 ｰ 3900
清流館・清浄館 下水道課 ☎ 23 ｰ 5921
清掃工場 清掃工場 ☎ 23 ｰ 0277
一般廃棄物最終処分場 環境施設課 ☎ 23 ｰ 3319
来て見て！「都城島津邸」 都城島津邸 ☎ 23 ｰ 2116

※申し込みは、各講座の担当課まで
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こ
の
講
座
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
主
催

す
る
学
習
会
な
ど
で
、
メ
ニ
ュ
ー
の
中

か
ら
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
じ
て
市
職
員
が

市
政
の
話
を
す
る
講
座
で
す
。

●
対
象　

原
則
と
し
て
市
内
在
住
、
勤

務
ま
た
は
通
学
す
る
10
人
以
上
の
団
体

や
グ
ル
ー
プ

●
申
込
方
法　

団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
代

表
者
が
、
実
施
予
定
日
の
１
カ
月
前
ま

で
に
「
ハ
ロ
ー
市
役
所
元
気
講
座
申
込

書
」
を
各
講
座
の
担
当
課

 

 

 

 

 

 

 

に
提
出

●
会
場　

受
講
す
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
が

準
備
。
会
場
使
用
料
は
、受
講
者
の
負
担
。

企
業
や
組
合
の
職
員
が
講
師
と
な
り
、

専
門
的
な
知
識
を
生
か
し
た
講
座
や
実

習
を
行
う「
ハ
ロ
ー
元
気
講
座
」（
無
料
）

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
講
座
内
容　

企
業
の
現
場
を
見
学
で

き
る
「
施
設
見
学
」
コ
ー
ス
、
プ
ロ
の

技
術
を
実
際
に
体
験
で
き
る
「
技
術
・

体
験
」
コ
ー
ス
、
租
税
や
保
険
、
財
産

設
計
な
ど
の
詳
し
い
説
明
を
聞
く
こ
と

が
で
き
る
「
生
活
」
コ
ー
ス
な
ど
、
６

コ
ー
ス
全
36
講
座

※
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
な
ど
で
配

外
国
人
住
民
を
対
象
に
し
た
住
民
基
本

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
住
基
ネ
ッ
ト
）

の
運
用
が
始
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
の

交
付
を
受
け
る
こ
と
で
、
よ
り
便
利
に

な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23
ー
２
１
２
８

住
基
ネ
ッ
ト
と
は
？

　

住
基
ネ
ッ
ト
と
は
、
住
居
関
係
を
公

証
す
る
住
民
基
本
台
帳
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
し
た
も
の
で
、
全
国
共
通
で
本
人

確
認
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

７
月
８
日
か
ら
、
外
国
人
住
民
を
対

象
に
住
基
ネ
ッ
ト
の
運
用
が
始
ま
り
、

全
国
共
通
で
本
人
確
認
を
行
え
る
住
民

票
コ
ー
ド
が
住
民
票
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

住
基
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
に
は

手
続
き
が
必
要
で
す
か
？

　

外
国
人
住
民
の
皆
さ
ん
が
、
あ
ら
た

め
て
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

７
月
上
旬
に
住
民
票
コ
ー
ド
が
記
載

さ
れ
た
書
類
を
郵
送
し
ま
す
の
で
必
ず

確
認
の
上
、
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
各
地
区
公
民
館
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
教
育
集
会
所
を
利

用
す
る
場
合
は
会
場
使
用
料
は
無
料

●
時
間　

９
時
〜
21
時
の
間
で
、
２
時

間
以
内

※
担
当
課
の
業
務
な
ど
の
関
係
で
、
希

望
日
時
に
開
講
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す

●
講
師
料　

無
料
。
た
だ
し
、
材
料
費

な
ど
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

●
そ
の
他　

こ
の
講
座
は
、
市
の
職
員

が
担
当
す
る
仕
事
に
つ
い
て
話
を
す
る

も
の
で
、
苦
情
や
陳
情
の
場
で
は
あ
り

ま
せ
ん

布
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い

●
申
込
方
法　

団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
代

表
者
が
、
実
施
予
定
日
の
１
カ
月
前
ま

で
に
「
ハ
ロ
ー
元
気
講
座
申
込
書
」
を

生
涯
学
習
課
へ
提
出

※
こ
の
講
座
は
、
企
業
お
よ
び
受
講
者

そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
に
お
い
て
の
開

催
と
な
り
ま
す
の
で
、
保
険
へ
の

加
入
を
お
勧
め
し
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　

☎
23
ー
９
５
４
５

「
ハ
ロ
ー
元
気
講
座
」も
募
集
中　

外
国
人
の
皆
さ
ん
へ

「
住
基
ネ
ッ
ト
」

「
住
基
ネ
ッ
ト
」とと「
住
基
カ
ー
ド
」

「
住
基
カ
ー
ド
」

の
運
用
が
始
ま
り
ま
す

！

住
基
カ
ー
ド
と
は
？

　

住
基
カ
ー
ド
に
は
、
住
民
票
コ
ー
ド

に
よ
る
個
人
情
報
が
入
っ
た
Ｉ
Ｃ
チ
ッ

プ
が
内
蔵
さ
れ
、
公
的
な
身
分
証
明
書

と
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
都
城
市
か
ら
転
出
す
る
場
合
、
転

出
届（
様
式
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

を
市
に
郵
送
し
て
お
く
と
、
転
入
先
の

市
町
村
の
窓
口
で
住
基
カ
ー
ド
を
提
示

す
る
こ
と
で
転
入
手
続
き
が
で
き
、
窓

口
に
行
く
の
が
転
入
時
の
１
回
で
済
み

ま
す
。
た
だ
し
、
法
で
定
め
る
期
間
内

に
手
続
き
を
行
わ

な
か
っ
た
場
合
に

は
、
再
度
手
続
き

が
必
要
で
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

住
基
カ
ー
ド
を
取
得
す
る
に
は
？

　

住
基
カ
ー
ド
を
取
得
す
る
に
は
、
住

基
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
、
写
真
（
写
真

付
き
住
基
カ
ー
ド
希
望
者
の
み
）、
在

留
カ
ー
ド
な
ど
の
証
明
書
が
必
要
で

す
。
手
数
料
５
０
０
円
と
必
要
書
類
を

持
参
の
上
、
市
民
課
窓
口
で
申
請
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

写真付き住基カード
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主
な
展
示
資
料

・
桜
島
噴
火
の
図

（「
庄
内
地
理
志
」
巻
九
〇
）

・
安や

す
や
ま
し
ょ
う
が
ん
き

山
松
巌
記
「
年
代
実
録
」

（
多
く
の
災
害
記
録
を
掲
載
）

・
西に

し
だ
け
か
く
ら
え
ず

嶽
鹿
倉
絵
図　

（
噴
煙
の
見
え
る
霧
島
山
の
図
）

・
島
津
久ひ

さ
た
つ龍

像　

（
霧
島
噴
火
の
と
き
の
領
主
）

・
島
津
久ひ

さ
と
も倫
像　

（
桜
島
噴
火
の
と
き
の
領
主
）

・
火
事
装
束
胸
当

観
覧
料

大
人
２
１
０
円
（
１
５
０
円
）

大
学
・
高
校
生
１
５
０
円
（
１
０
０
円
）

※
本
宅
は
別
途
１
０
０
円

　

小
・
中
学
生
は
、
伝
承
館
・
本
宅
と

も
に
期
間
中
無
料

（　

）
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金

わ
が
国
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
私
た
ち
に

自
然
の
脅
威
を
認
識
さ
せ
る
と
と
も
に
防
災
体
制
の
見
直
し
を
迫
る

転
機
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
私
た
ち
の
祖
先
は
、
噴
火
や
地
震
、
洪
水
な
ど
あ
ら
ゆ
る

災
害
に
直
面
し
な
が
ら
も
対
策
を
講
じ
生
き
抜
い
て
き
ま
し
た
。
本

展
で
は
そ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
向
き
合
っ
て
き
た
都
城
島
津

家
と
都
城
の
人
た
ち
の
歴
史
の
足
跡
を
た
ど
り
ま
す
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

都
城
島
津
邸　

☎
23
ー
２
１
１
６

　

災
害
に
負
け
な
か
っ
た
都
城
の

先
人
た
ち

　

江
戸
時
代
、
都
城
の
先
人
た
ち
は
さ

ま
ざ
ま
な
災
害
に
遭
い
な
が
ら
も
、
知

恵
を
出
し
合
い
、
強
い
気
持
ち
を
持
っ

て
生
き
抜
い
て
き
ま
し
た
。
災
害
に
対

す
る
先
人
た
ち
の
備
え
や
対
応
を
紹
介

し
ま
す
。

災
害
災
害
と
都
城
都
城
の
ひ
と
び

ひ
と
び
と

都
城
を
襲
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
災
害

　

江
戸
時
代
頻
繁
に
起
き
た
台
風
に
伴

う
洪
水
災
害
や
大
地
震
、
疫
病
、
幾
度

と
な
く
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
火

事
、
西
南
戦
争
の
戦
災
な
ど
、
都
城
で

起
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
を
紹
介
し
ま

す
。

安
永
８
年
と
大
正
３
年
の

桜
島
大
噴
火
と
都
城

　

安
永
８
年
と
大
正
３
年
に
起
き
た
桜

島
の
噴
火
の
様
子
と
そ
の
被
害
を
紹
介

し
、
鹿
児
島
藩
や
都
城
島
津
家
の
対
応

を
み
て
い
き
ま
す
。

享
保
年
間
の
霧
島
噴
火
と
都
城

　

享
保
元
年
か
ら
数
年
間
続
い
た
霧
島

新
燃
岳
の
噴
火
と
そ
の
被
害
を
紹
介

し
、
鹿
児
島
藩
や
都
城
島
津
家
の
動
向

も
あ
わ
せ
て
み
て
い
き
ま
す
。

学
芸
員
ト
ー
ク

展
示
会
の
コ
コ
が
み
ど
こ
ろ
！

●
日
時

①
７
月
21
日
㈰　

※
家
庭
の
日

　

14
時
〜
15
時

②
８
月
18
日
㈰　

※
家
庭
の
日

　

14
時
〜
15
時

●
場
所　

都
城
島
津
伝
承
館

都
城
島
津
伝
承
館
企
画
展　

６
月
29
日 　

〜
10
月
６
日

　

関
連
行
事

火事装束胸当

安永８年桜島噴火の図

大正3年桜島噴火

災
害
災
害
とと
都
城
都
城
のの
ひ
と
び

ひ
と
び
とと

（土）

（日）
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働
い
て
い
る
人
、

働
き
た
い
人
を

応
援
し
ま
す

都
城
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
で
は
、
求
職
者
や
事
業
者
の
た
め
に
、
雇

用
機
会
の
拡
大
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
６
月
か
ら
７
月
中
旬

ま
で
に
実
施
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。
す
で
に
働
い
て
い
る
人

も
こ
れ
か
ら
働
き
た
い
人
も
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

都
城
地
域
雇
用
創
造
協
議
会　

☎
23
ー
２
４
１
２

３
本
柱
で
雇
用
拡
大
を
支
援

　

都
城
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
は
、
平

成
24
年
７
月
か
ら
、
厚
生
労
働
省
の
実

践
型
地
域
雇
用
創
造
事
業
を
受
託
し
、

①
セ
ミ
ナ
ー
企
画
・
運
営

②
地
域
資
源
を
利
用
し
た
フ
ー
ド
商
品

開
発
事
業　

③
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
プ
ラ
ン
開
発
事
業

の
３
本
柱
で
地
域
の
雇
用
機
会
の
拡
大

と
活
性
化
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
同
協
議
会
で
実
施
す
る
セ
ミ

ナ
ー
は
、
主
に
事
業
者
（
在
職
者
）
向

け
の
雇
用
拡
大
メ
ニ
ュ
ー
と
、
主
に
求

職
者
向
け
の
人
材
育
成
メ
ニ
ュ
ー
が
あ

り
、受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
代
は
無
料
で
す
。

な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合
、
選
考
と

な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
理
解

く
だ
さ
い
。

●はじめの一歩編
事業計画書作成・指導・修正
を通して、事業計画書作りや、
創業時に必要な資金借入テク
ニックなどを学べます。
日　時：６月29日㈯・30日㈰
　　　 10:00～16:00　
場　所：コミュニティセンター
定　員：15人
締切日：６月14日㈮

簿記を理解している人で、
ワード・エクセルの操作がで
きる人を対象に、簿記会計の
基本と会計ソフト弥生を使っ
た会計処理の方法を学べま
す。
日　時：７月８日㈪～11日㈭
         ９：00～16：00
場　所：都城地域高等職業訓練校
定　員：24人
締切日：６月24日㈪

●おもてなし編
創業者に必要なスキル ｢おも
てなし｣ や顧客満足度アップ、
従業員の管理・モチベーショ
ンアップについて、ゲームを
取り入れながら学べます。
日　時：７月６日㈯
　　   10:00～16:00
場　所：コミュニティセンター
定　員：15人
締切日：６月21日㈮

今話題の６次産業化について、
概要や申請方法などの基本を学
べます。
日　時：７月19日㈮・26日㈮
　　　 ９：30～16：00
場　所：ウエルネス交流プラザ
定　員：20人
締切日：７月８日㈪
その他：初日の午前中は、九州経
　　　 済産業局　松田一也さん
　　　 を招いての講演です。

「６次産業化ではばたけ！
　　　都城地域セミナー」

自分の発信力（伝え方）や今
話題の「傾聴力」を身に付け
る方法を学べます。また、円
滑な人間関係を築くのに役立
ちます。
日　時：７月12日㈮・19日㈮、
　　　 ８月２日㈮・９日㈮
　　　 10：00～17:00
場　所：総合文化ホール
定　員：15人
締切日：７月１日㈪

人材育成メニュー 雇用拡大メニュー

「創業塾」

「パソコン会計チャレンジ講座」 「ビジネススキル力UP　 講座」
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City of Miyakonojo Topics
く
る
く
る
回
る
羽
根
に
揺
れ
る
光

物
づ
く
り
体
験
教
室

物
づ
く
り
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の

ア
イ
デ
ア
や
想
像
力
を
育
成
す
る
物
づ

く
り
体
験
教
室
が
４
月
21
日
、
カ
ン
ガ

エ
ー
ル
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
の
小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

25
人
が
参
加
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中
の

ア
ル
ミ
製
の
羽
根
を
太
陽
の
熱
で
暖
め

て
回
す
「
癒
し
の
羽
根
車
」
作
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
説
明

を
聞
い
た
後
、
初
め
て
使
う
工
具
に
悪

戦
苦
闘
し
な
が
ら
作
製
し
て
い
ま
し

た
。桜
井
彩
乃
さ
ん（
西
小
４
年
）は「
羽

根
の
部
分
を
作
る
の
が
難
し
か
っ
た
け

ど
、
ち
ゃ
ん
と
回
っ
て
う
れ
し
い
」
と

満
足
し
て
い
ま
し
た
。

風
薫
る
季
節
を
満
喫

こ
い
の
ぼ
り
ウ
オ
ー
ク

４
月
21
日
、
こ
い
の
ぼ
り
ウ
オ
ー
ク

が
、
庄
内
市
民
広
場
を
発
着
点
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
庄
内
川
堤
防

沿
い
に
掲
げ
ら
れ
た
こ
い
の
ぼ
り
を
眺

め
な
が
ら
歩
く
約
６
㌔
の
コ
ー
ス
で
行

わ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
約
３
０
０
人
が

参
加
。
途
中
の
平
田
か
く
れ
念
仏
洞
、

諏
訪
神
社
な
ど
で
は
「
庄
内
の
昔
を
語

る
会
」
に
よ
る
説
明
も
あ
り
、
参
加
者

ら
は
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
家
族
で
参
加
し
た
長
浜
李り
お
ん音
さ
ん

（
東
小
４
年
）
は
「
元
気
に
泳
ぐ
こ
い

の
ぼ
り
が
か
わ
い
か
っ
た
。
か
く
れ
念

仏
洞
の
入
口
が
狭
く
て
驚
い
た
」
と
見
所

の
多
い
コ
ー
ス
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

古
代
の
都
城
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

都
城
歴
史
資
料
館
春
季
企
画
展
体
験
学
習
会

大
昔
の
生
活
を
体
験
す
る
学
習
会

「
大
昔
の
人
に
な
り
き
ろ
う
！
」
が
、

４
月
28
日
、
都
城
歴
史
資
料
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。
学
習
会
は
、
同
館
で
９
月

１
日
ま
で
開
催
さ
れ
る
企
画
展
「
遊
び

に
い
こ
う
！　

大
昔
の
都
城
へ
」
に
関

連
し
て
開
か
れ
た
も
の
で
家
族
連
れ
な

ど
約
１
２
０
人
が
参
加
。
麻
製
の
縄
文

服
な
ど
を
着
て
弓
矢
や
火
起
こ
し
、
古

代
編
み
物
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
弓

矢
に
挑
戦
し
た
久
野
康こ
う
せ
い生
君
（
祝
吉
小

５
年
）
は
「
初
め
は
難
し
か
っ
た
け
ど

楽
し
か
っ
た
。
昔
の
人
は
生
き
て
い
る

動
物
を
相
手
に
狩
り
を
し
て
い
て
す
ご

い
と
思
っ
た
」
と
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

激
し
く
ぶ
つ
か
り
合
う
攻
防

都
城
ラ
グ
ビ
ー
フ
ェ
ス
タ

ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
の
交
流
を
深
め
る

都
城
ラ
グ
ビ
ー
フ
ェ
ス
タ
が
４
月
21

日
、
母
智
丘
公
園
多
目
的
広
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
20
回
目
と
な
る
今
回
は
、

鹿
児
島
、
宮
崎
両
県
の
小
学
生
か
ら
社

会
人
ま
で
の
15
チ
ー
ム
、
約
３
０
０
人

が
参
加
。
選
手
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年

代
に
分
か
れ
て
試
合
に
臨
み
、
家
族
ら

の
声
援
を
背
に
激
し
く
ぶ
つ
か
り
合
い

な
が
ら
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
ト
ラ

イ
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。
２
人
の
子
ど

も
の
応
援
に
駆
け
付
け
た
中
村
乃の

り

こ
倫
子

さ
ん
（
都
原
町
）
は
「
ラ
グ
ビ
ー
を
通

し
て
、
強
く
て
優
し
い
子
に
育
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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木
漏
れ
日
と
心
地
よ
い
風
を
楽
し
み
な
が
ら

笛
水
ウ
オ
ー
ク

自
然
環
境
や
地
元
住
民
と
の
触
れ
合

い
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
４
月
29

日
、
笛
水
地
区
公
民
館
周
辺
で
笛
水
ウ

オ
ー
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し

た
約
60
人
の
家
族
連
れ
ら
は
、
沿
道
の

草
花
を
眺
め
た
り
、
野
鳥
の
さ
え
ず
り

を
楽
し
ん
だ
り
し
な
が
ら
、
隣
接
す
る

岩
瀬
ダ
ム
を
往
復
す
る
約
９
㌔
を
踏

破
。
そ
の
後
、
昼
食
に
振
る
舞
わ
れ
る

そ
ば
や
が
ね
な
ど
の
田
舎
料
理
を
堪
能

し
ま
し
た
。
花
岡
寿す

が

こ
賀
子
さ
ん
（
山
田

町
中
霧
島
）
は
「
料
理
は
も
ち
ろ
ん
、

催
し
の
全
て
が
手
づ
く
り
。
地
元
の
皆

さ
ん
の
も
て
な
し
が
う
れ
し
い
」
と
初

夏
の
ひ
と
と
き
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

爽
や
か
な
初
夏
の一日
を
満
喫

早
水
あ
や
め
ま
つ
り

４
月
29
日
、
早
水
公
園
多
目
的
広
場

で
、
早
水
あ
や
め
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
約
２
万
８
、０
０
０
株
、

42
万
本
の
あ
や
め
が
来
場
者
を
お
出
迎

え
。
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
地
元
小
・
中

学
生
の
演
奏
会
や
郷
土
芸
能
な
ど
を
楽

し
ん
だ
り
、
ス
ケ
ッ
チ
を
描
い
た
り
し

て
、
爽
や
か
な
初
夏
の
一
日
を
満
喫
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
日
は
都
城

駅
か
ら
早
水
公
園
を
往
復
す
る
吉
都
線

１
０
０
周
年
記
念
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
も
開

催
。
同
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
し
た
田

中
稔
さ
ん
（
鹿
屋
市
）
は
「
心
地
い
い

五
月
晴
れ
の
中
、
祭
り
を
楽
し
ん
で
帰

り
た
い
」
と
汗
を
拭
っ
て
い
ま
し
た
。

ち
び
っ
こ
侍
い
ざ
、参
上
！

都
城
島
津
邸
端
午
ま
つ
り

５
月
５
日
、
都
城
島
津
邸
で
端た

ん
ご午

ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
訪
れ
た
多

く
の
家
族
連
れ
ら
は
、
子
ど
も
よ
ろ
い

写
真
撮
影
会
や
人
力
車
の
乗
車
体
験
な

ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
手
作
り
の

よ
ろ
い
を
身
に
付
け
た
子
ど
も
た
ち
は

り
り
し
い
侍
姿
に
大
変
身
。
邸
内
に
あ

る
社
殿
に
向
か
い
「
負
け
る
な
」「
う
そ

を
つ
く
な
」「
弱
い
者
を
い
じ
め
る
な
」

と
い
う
鹿
児
島
藩
の
教
え
を
大
き
な
声

で
唱
え
た
後
、
記
念
撮
影
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
瀬
戸
口
旦あ

さ
ひく
ん
（
都
原
町
・

４
歳
）
は
「
よ
ろ
い
は
重
か
っ
た
け
ど
、

刀
を
振
り
回
せ
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
」

と
武
者
体
験
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ハ
マ
ち
ゃ
ん
の
里
帰
り

「
釣
り
バ
カ
日
誌
」原
画
展

５
月
１
日
か
ら
12
日
の
期
間
、
都
城

市
立
美
術
館
で
漫
画「
釣
り
バ
カ
日
誌
」

原
画
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
釣
り
バ

カ
日
誌
は
、
主
人
公
の
浜
崎
伝
助
（
通

称
ハ
マ
ち
ゃ
ん
）
が
、
釣
り
を
通
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
触
れ
合
う
国
民
的
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
漫
画
。
５
月
６
日
に
は
、

原
作
者
で
本
市
出
身
の
や
ま
さ
き
十じ

ゅ
う
ぞ
う三

さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
と
サ
イ
ン
会
も

開
催
さ
れ
、
多
く
の
フ
ァ
ン
が
詰
め
掛

け
ま
し
た
。
徳
田
文
孝
さ
ん（
五
十
町
）

は「
原
作
者
の
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
や
、

漫
画
の
中
で
の
都
城
の
描
か
れ
方
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
作
品
の
魅
力

を
改
め
て
確
認
し
て
い
ま
し
た
。
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五
十
市
駅
を
快
適
に
安
心
し
て

使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
掃

除
や
見
守
り
を
行
う
「
五
十
市
駅
名
誉

駅
長
」。
こ
の
五
十
市
駅
名
誉
駅
長
を

平
成
元
年
か
ら
25
年
３
月
ま
で
勤
め
た

の
が
日
置
百
合
子
さ
ん
（
北
原
町
・
92

歳
）
で
す
。

　

日
置
さ
ん
は
、21
歳
の
時
に
結
婚
し
、

当
時
旧
国
鉄
に
勤
務
し
て
い
た
夫
と
共

に
、
昭
和
17
年
か
ら
20
年
ま
で
朝
鮮
で

生
活
。
そ
の
後
日
本
に
帰
国
し
、
都
城

で
の
生
活
を
始
め
ま
し
た
。
夫
の
仕
事

の
関
係
も
あ
り
、
昭
和
54
年
ご
ろ
か
ら

無
人
駅
に
な
っ
た
五
十
市
駅
舎
の
掃
除

や
花
壇
の
手
入
れ
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
始
め
た
日
置
さ
ん
。
長
年
の
実
績

が
認
め
ら
れ
、
Ｊ
Ｒ
九
州
か
ら
「
五
十

市
駅
名
誉
駅
長
」に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

毎
回
、
時
間
を
か
け
て
丁
寧
に
掃
除

に
励
む
日
置
さ
ん
。ト
イ
レ
や
待
合
室
、

灰
皿
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
周
辺
、
線

路
内
の
ゴ
ミ
拾
い
ま
で
す
る
と
２
時
間

ほ
ど
か
か
る
と
話
し
ま
す
。「
駅
舎
が

汚
れ
て
い
る
方
が
う
れ
し
い
。
そ
れ
だ

け
、
利
用
者
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す

も
の
ね
」
と
、笑
顔
で
汗
を
拭
い
ま
す
。

40
年
近
く
駅
舎
の
管
理
に
関
わ
り
、

特
に
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
が
、
経
済

的
理
由
な
ど
で
駅
近
く
の
養
護
施
設
に

子
ど
も
を
預
け
て
い
た
母
親
が
、
面
会

の
後
涙
を
流
し
な
が
ら
電
車
で
帰
っ
て

い
く
姿
で
す
。「
今
で
は
そ
の
子
ど
も

が
成
長
し
、
家
族
で
駅
を
利
用
し
て
く

れ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
」と
話
し
ま
す
。

日
置
さ
ん
は
、
駅
の
歴
史
だ
け
で
は
な

く
、
利
用
者
の
暮
ら
し
や
日
常
も
見
守

っ
て
き
ま
し
た
。

　

以
前
は
、
日
に
何
度
も
五
十
市
駅
を

訪
れ
、
そ
の
た
び
に
掃
除
や
見
回
り
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
自
動
車
運
転
免
許

証
を
返
納
し
て
以
降
、
都
城
駅
か
ら

五
十
市
駅
ま
で
電
車
を
利
用
。
列
車
の

時
刻
の
関
係
で
、
ゆ
っ
く
り
と
掃
除
が

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
時
間

の
許
す
限
り
隅
々
ま
で
見
回
り
ま
す
。

「
こ
の
３
月
に
名
誉
駅
長
を
勇
退
し
ま

し
た
が
、
五
十
市
駅
に
は
愛
着
が
あ
る

の
で
、
今
後
も
ず
っ
と
見
守
っ
て
い
き

た
い
」
と
想
い
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

日置 百合子 さん

五十市駅の歴史を見守って40年！
前五十市駅名誉駅長

Smiling  Faces  of  Miyakonojo
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道
の
駅
え
び
の
に
は
、
市
内
で
生

産
さ
れ
る
農
産
物
や
特
産
品
の

展
示
・
販
売
所
の
ほ
か
、
え
び
の
市
の

旬
の
食
材
を
味
わ
え
る
バ
イ
キ
ン
グ
レ

ス
ト
ラ
ン
や
、
特
産
の
完
熟
キ
ン
カ
ン

を
使
っ
た
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
が
食
べ
ら

れ
る
軽
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　

え
び
の
市
の
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
道
の
駅
え
び
の
」。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

●
開
館
時
間　

９
時
〜
18
時

●
休
館
日　

毎
月
第
３
火
曜
日

特
産
品
販
売
所

　

え
び
の
で
育
っ
た
朝
ど
れ
野
菜
や
果

物
、
花
、
和
牛
を
は
じ
め
と
し
た
精

肉
、
陶
芸
品
や
木
工
・
竹
工
な
ど
約
１
、

２
０
０
品
目
が
並
び
ま
す
。

バ
イ
キ
ン
グ
レ
ス
ト
ラ
ン

　

え
び
の
産

の
旬
の
食
材

を
使
っ
た
ヘ

ル
シ
ー
志
向

の
料
理
、
常

時
、
30
品
前

後
を
心
ゆ
く

ま
で
味
わ
え

ま
す
。

●
座
席
数　

97
席

●
営
業
時
間　

11
時
〜
15
時

●
利
用
料
金
（
税
込
み
）

　

大
人　

１
、０
０
０
円

　

小
学
生　
　

６
０
０
円

未
修
学
児　

４
０
０
円

軽
食
コ
ー
ナ
ー

　

う
ど
ん
や
そ
ば
な
ど
も
食
べ
ら
れ
る

軽
食
コ
ー
ナ
ー
の
目
玉
は
、
道
の
駅
オ

ー
プ
ン
に
合
わ
せ
、
開
発
さ
れ
た
完
熟

キ
ン
カ
ン
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
で
す
。
キ

ン
カ
ン
の
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
甘
さ
と
風

味
が
楽
し
め
ま
す
。

今
月
は
、
４
月
20
日
に
オ
ー
プ

ン
し
た
え
び
の
市
の
「
道
の
駅

え
び
の
」
を
紹
介
し
ま
す
。

か
ん
き
り
し
ま
た
ん
ぼ
う

◎
問
い
合
わ
せ　

　

道
の
駅
え
び
の　

　

☎
０
９
８
４

－

35

－

３
３
３
８

Vol.14

●材料（４人分）
　ニラ…50g　　　 　鶏レバー…200g　ショウガ…30g
　いりごま…少々　 　牛乳…100ml　　 水…50ml　　
　みそ…大さじ1/2 　砂糖…大さじ２　 しょうゆ…大さじ２
　みりん…小さじ１　 塩…小さじ１

●下準備
　ニラ…３cmぐらいの長さに切る
　鶏レバー…食べやすい大きさに切り、塩を振ってもみ
　　　　　　水洗いをしてから、牛乳に５～10分漬け込む
　ショウガ…みじん切り

●作り方
①鍋に鶏レバーと水、ショウガ、砂糖、しょうゆ、みりん、
　みそを入れ中火で煮る。
②煮汁が半分くらいになったら、ニラを加えて煮る。
③ニラに火が通ったら器に盛り、いりごまを散らす。

ニラの香りは、硫化アリルとい
う栄養分によるもので、ビタ

ミンＢ1の吸収を高めて、疲労回復
や食欲増進に効果があります。

※ 1人分 172kcal、塩分 1.5g
ニラと鶏レバーの牛乳煮込み

ニラを選ぶときの４つのポイント！　　
①葉の緑が鮮やかなもの②葉がピンとし
ていているもの③葉が肉厚で幅が広いも
の④香りが強いもの

※
環
霧
島
圏
域
の

　

イ
ベ
ン
ト
情
報

　

を
、
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
で
紹
介

　

し
て
い
ま
す

◎問い合わせ　健康課　☎ 23 ｰ 2765

毎月19日は、「食育の日」
 ～家族そろって食事を楽しみましょう～

牛乳に漬け込んだり、ショウガなどの香味野
菜を加えて調理することで、レバーの臭みを
取り除くことができます。
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都
城
市
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
タ
参
加
者

　

市
で
は
、
芸
術
文
化
の
発
表
の
場
を
提

供
す
る
た
め
に
、
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
タ
を

開
催
し
ま
す
。
圏
域
で
芸
術
文
化
活
動
を

し
て
い
る
学
生
や
社
会
人
の
皆
さ
ん
は
、

ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間　

７
月
19
日
㈮
ま
で

●
募
集
内
容　

バ
ン
ド
、
ダ
ン
ス
、
ア
カ

ペ
ラ
、
各
種
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
う
個

人
ま
た
は
団
体

※ 

応
募
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

【
都
城
市
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
タ
】

●
日
時　

９
月
29
日
㈰

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

　

生
活
文
化
課　

☎
23

－

２
１
３
２

市
営
墓
地
の
利
用
者

●
対
象
墓
地　

東
墓
地
、
西
墓
地
、
北
墓

地
、
川
東
墓
地　

※
い
ず
れ
も
若
干
区
画

●
申
込
期
間　

６
月
５
日
㈬
〜
14
日
㈮

※ 

使
用
区
画
は
申
込
人
数
に
関
わ
ら
ず
、

後
日
行
う
抽
選
会
で
決
定
し
ま
す

●
応
募
条
件

①
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

②
こ
れ
ま
で
に
市
営
墓
地
を
使
用
し
て
い

　

な
い
人

③ 

使
用
許
可
後
３
年
以
内
に
墓
碑
な
ど
の

建
立
が
で
き
る
人

④ 

墓
地
使
用
料
（
区
画
面
積
に
応
じ
て
異

な
り
ま
す
）
を
一
括
納
入
で
き
る
人

⑤
一
世
帯
一
区
画
の
み

※ 

区
画
決
定
後
、
１
週
間
以
内
に
使
用
許

可
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

●
そ
の
他　

随
時
受
け
付
け
中
の
墓
地
も

あ
り
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。
直
接
、
環
境
政
策
課
ま
で

☎
23

－

２
１
３
０

ジ
ュニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

　

や
る
気
と
体
力
に
自
信
の
あ
る
子
ど
も

た
ち
の
挑
戦
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
対
象
・
競
技
種
目

小
学
１
〜
３
年
生
の
部

ス
イ
ム
50
㍍
（
ビ
ー
ト
板
）、バ
イ
ク
２
・
５
㌔
、

ラ
ン
５
０
０
㍍

小
学
４
〜
６
年
生
・
家
族
リ
レ
ー
の
部

ス
イ
ム
１
０
０
㍍
、
バ
イ
ク
５
㌔
、
ラ
ン
１
㌔

中
学
生
の
部

ス
イ
ム
１
５
０
㍍
、
バ
イ
ク
10
㌔
、

ラ
ン
２
・
５
㌔

一
般
チ
ャ
レ
ン
ジ

ス
イ
ム
１
５
０
㍍
、
バ
イ
ク
10
㌔
、

ラ
ン
２
・
５
㌔

一
般
リ
レ
ー
（
３
人
ま
た
は
２
人
１
組
）

ス
イ
ム
３
０
０
㍍
、
バ
イ
ク
20
㌔
、
ラ
ン
５
㌔

一
般
駅
伝

ス
イ
ム
６
０
０
㍍
、
バ
イ
ク
20
㌔
、
ラ
ン
５
㌔

●
日
時　

７
月
28
日
㈰　

８
時
〜

●
場
所　

観
音
池
公
園
子
ど
も
村
プ
ー
ル

※ 

参
加
費
や
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
、
都
城
青
年
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

　

６
月
30
日
㈰
ま
で
に
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
実
行
委
員
会　

☎
23

－

０
５
０
２

http://w
w
w
.jc265.com

/

介
護
保
険
認
定
訪
問
調
査
員

●
対
象　

介
護
支
援
専
門
員
ま
た
は
介
護

支
援
専
門
員
の
受
験
資
格
を
有
す
る
人

で
、
ワ
ー
ド
初
級
程
度
の
パ
ソ
コ
ン
操
作

が
で
き
る
人

●
定
員　

若
干
名

●
賃
金　

月
額
16
万
８
、０
０
０
円

※
雇
用
・
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
に
加
入

●
勤
務　

月
〜
金
曜
日
の
９
時
〜
16
時

※
勤
務
中
は
、
自
家
用
車
を
使
用

　

６
月
20
日
㈭
ま
で
に
、
履
歴
書
と

資
格
証
の
写
し
を
介
護
保
険
課　

☎
23

－

３
１
９
１

　
国
家
公
務
員（
高
卒
程
度・社
会
人
）

　

高
校
卒
業
程
度
の
人
、
ま
た
は
社
会
人

を
対
象
と
し
た
国
家
公
務
員
採
用
試
験
の

受
験
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

受
験
資
格
や
受
付
期
間
な
ど
は
、
採
用

職
種
で
異
な
り
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

●
採
用
職
種　

国
家
公
務
員
採
用
一
般
職

（
高
卒
者
・
社
会
人
）、
税
務
職
員

　

人
事
院
九
州
事
務
局

　
　
　

☎
０
９
２

－

４
３
１

－

７
７
３
３

http://w
w
w
.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

募　

集

毎月第3日曜日は「家庭の日」です
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市
長
と
語
ろ
う
！

ス
マ
イ
ル
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

市
長
自
ら
が
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
へ
直
接
説
明

し
、
質
問
や
意
見
な
ど
を
聴
く
会
で
す
。

●
開
催
地
区
・
日
程
・
場
所

姫
城

６
／
17
㈪　

中
央
公
民
館

小
松
原
７
／
11
㈭　

小
松
原
地
区
公
民
館

●
時
間　

19
時
30
分
〜
20
時
30
分

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

【
コ
ー
ラ
ス
】

●
日
時　

６
月
20
日
㈭　

12
時
20
分
〜

●
場
所　

市
役
所
西
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

歌
う
会

　

文
化
振
興
財
団　

☎
23

－

７
１
４
０

山
之
口
麓
文
弥
節

人
形
浄
瑠
璃
定
期
公
演

●
日
時　

６
月
16
日
㈰　

14
時
開
演

●
場
所　

山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃

資
料
館
（
人
形
の
館
）

●
演
目　

娘
手
踊
り
、
出
世
景
清
－
拷
問

の
段
、
出
世
景
清

－

牢
舎
の
段
ほ
か　

 

　

山
之
口
教
育
課　

☎
57

－
３
１
１
１

　
　

人
形
の
館　

☎
57

－
５
２
９
５

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
自
主
事
業

【
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
】

●
日
時　

６
月
23
日
㈰

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

１
才
未
満
児
と
そ
の
親
子
10
組

●
材
料
費　

５
０
０
円

●
準
備
す
る
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
赤
ち
ゃ

ん
用
の
ミ
ル
ク
な
ど

●
締
め
切
り　

６
月
18
日
㈫

●
そ
の
他　

終
了
後
「
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ

ム
」
を
開
催
。
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
悩

み
事
を
相
談
で
き
ま
す

【
ス
テ
ッ
プ
運
動
教
室
（
無
料
）】

●
日
時　

６
月
25
日
㈫　

10
時
〜
11
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

20
人

●
準
備
す
る
物　

運
動
可
能
な
服
装
、
飲

み
物

●
締
め
切
り　

６
月
19
日
㈬

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
23

－

２
０
０
１

夏
の
園
芸
教
室

●
日
時　

６
月
23
日
㈰　

９
時
〜
12
時

●
場
所　

緑
の
相
談
所
（
早
水
公
園
内
）

●
内
容　

食
べ
ら
れ
る
野
草
、
自
宅
で
の

簡
単
な
水
耕
栽
培

●
持
参
す
る
も
の　

軍
手
や
帽
子
、
タ
オ

ル●
定
員　

20
人
程
度

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

　

６
月
18
日
㈫
ま
で
に
道
路
公
園
課

　
　
　

☎
23

－

２
６
１
３

子育て支援センター行事予定
◆都城市子育て支援センター ☎ 22-1659

６/17 ㈪
10 時～　

「親子ヨガ」親子でヨガを楽しみな
がら、子育ての話を聞きましょう
※要申し込み

６/24 ㈪
10 時～　

子育て講座「歯について」
歯の話・歯科健診・フッ素塗布
※要申し込み

７/１㈪
10 時～

「ふたごの会」
身体計測、絵本の読み聞かせほか
対象：ふたご以上の親子・妊婦

７/８㈪
10 時～　

いちごクラブ　
泡あそびをしよう　
対象：２歳以上の親子

◆山之口子育て支援センター ☎ 57-3298

６/24 ㈪
10 時～

「なかよし広場・すくすく教室」
保健師による身体測定
対象：1歳以上

６/25 ㈫
10 時～

出前保育「ぽっかぽか」
場所：麓地区体育館

７/２㈫
10 時 30 分～

公園で遊ぼう
場所：飯起公園

◆山田子育て支援センター ☎ 64-3171
６/20 ㈭
10 時 30 分～

「親子でリラックス」
親子で楽しむヨガ

６/27 ㈭
10 時 30 分～

保育参加・給食離乳食体験（万ヶ
塚保育園）　※要申し込み

７/８㈪
10 時 30 分～

おなかのはなし
「子どもの健康について」

７/11 ㈭
10 時～

「にこにこ教室」
水遊びに使えるおもちゃ

講
座 

・ 

教
室

催　

し

は申し込み先、問は問い合わせ先の略です
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親
子
で
郷
土
料
理
講
習
会

●
料
理
名
・
日
時

よ
も
ぎ
大
福
づ
く
り

６
月
16
日
㈰　

10
時
〜
12
時

と
こ
ろ
て
ん
づ
く
り

７
月
21
日
㈰　

10
時
〜
12
時

が
ね
づ
く
り

８
月
18
日
㈰　

10
時
〜
12
時

●
受
付
期
間　

６
月
７
日
㈮
〜

※
定
員
に
達
し
次
第
、
受
け
付
け
終
了

●
定
員　

各
イ
ベ
ン
ト
と
も
家
族
10
組

※
複
数
受
講
可
能

●
費
用　

１
人
２
０
０
円

●
持
参
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

　

都
城
島
津
邸　

☎
23

－

２
１
１
６

ス
テ
ッ
プ
運
動
健
康
教
室

　

ス
テ
ッ
プ
運
動
は
、
テ
レ
ビ
番
組
で
も

紹
介
さ
れ
た
、
一
定
の
リ
ズ
ム
で
台
を
昇

り
降
り
す
る
簡
単
な
運
動
で
す
。
ラ
ク
ラ

ク
運
動
法
を
学
ん
で
健
康
づ
く
り
に
役
立

て
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

６
月
19
日
㈬

　
　
　
　

14
時
〜
15
時
30
分　
　
　
　

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
対
象　

40
歳
〜
74
歳
ま
で
の
市
民

※ 

通
院
・
治
療
中
の
人
は
、
主
治
医
に
相

談
の
上
、
参
加
く
だ
さ
い

●
定
員　

30
人

●
準
備
す
る
も
の　

運
動
の
し
や
す
い
服

装
、
飲
料
水

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

き
ら
り
体
験
教
室

　

５
人
以
上
で
開
催
。
参
加
希
望
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。冷
暖
房
費
は
別
途
必
要
。

【
フ
ラ
ダ
ン
ス
（
全
４
回
）】

●
日
時　

７
月
の
毎
週
土
曜
日

　
　
　
　

①
13
時
30
分
〜
15
時

　
　
　
　

②
19
時
30
分
〜
21
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
費
用　

２
、２
０
０
円

　

６
月
25
日
㈫
ま
で
に
き
ら
り
ネ
ッ

ト
都
城　

☎
23

－
４
０
８
０

平
成
25
年
度
都
城
歴
史
講
座

都
城
の
歴
史
と
人
物
講
読
会

　

都
城
島
津
邸
の
展
示
物
な
ど
を
見
な
が

ら
、
都
城
の
歴
史
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
す
。
最
終
日
に
は
、
市
内
の

関
連
史
跡
も
巡
り
ま
す
。

●
対
象　

市
内
在
住
で
全
講
座
（
８
回
）

を
受
講
で
き
る
人

●
日
時　

７
月
28
日
㈰
、
８
月
25
日
㈰
、

９
月
29
日
㈰
、
10
月
27
日
㈰
、
11
月
24
日

㈰
、
平
成
26
年
１
月
26
日
㈰
、
２
月
23
日

㈰
、
３
月
９
日
㈰　

14
時
〜
16
時　

※
史
跡
巡
り
は
９
時
30
分
〜
16
時

●
場
所　

都
城
島
津
伝
承
館
２
階
交
流
室

●
定
員　

25
人　

※
申
し
込
み
順

●
参
加
料　

１
、０
０
０
円
（
資
料
代
、

保
険
代
込
み
）　

※ 

別
途
テ
キ
ス
ト
代
や
昼
食
代
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す

　

６
月
28
日
㈮
か
ら
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
都
城
島
津
邸

☎
23

－

２
１
１
６　

FAX 

36

－

４
０
１
９

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

●
受
講
科
目
・
回
数
・
日
時
・
開
講
日
・
期
間
・
費
用

ゆ
っ
く
り
パ
ソ
コ
ン
科
（
ワ
ー
ド
）
全
８
回

毎
週
月･

木
曜
日　

19
時
〜
21
時

８
／
１
㈭　

１
カ
月　

１
万
５
、０
０
０
円

ゆ
っ
く
り
パ
ソ
コ
ン
科
（
エ
ク
セ
ル
）
全
８
回

毎
週
火
・
木
曜
日　

19
時
〜
21
時

９
／
３
㈫　

１
カ
月  

１
万
５
、０
０
０
円

Ｃ
Ａ
Ｄ
建
築
科　

全
32
回

毎
週
月
・
木
曜
日　

19
時
〜
21
時

７
／
１
㈪　

４
カ
月  

４
万
７
、０
０
０
円

洋
裁
科

第
２
・
第
４
土
曜
日　

９
時
〜
13
時

７
／
13
㈯　

６
カ
月　

２
万
円

手
編
科

毎
週
火
曜
日　

10
時
〜
15
時

７
／
９
㈫　

１
年　

５
万
円

着
付
科

毎
週
木
曜
日

①
朝
の
部　

10
時
〜
12
時

②
昼
の
部　

13
時
〜
15
時

③
夜
の
部　

19
時
〜
21
時

７
／
４
㈭　

３
カ
月　

１
万
１
、０
０
０
円

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
科

①
隔
週
金
曜
日　

９
時
〜
12
時　

７
／
５
㈮

②
隔
週
土
曜
日　

９
時
〜
12
時　

７
／
13
㈯

６
カ
月　

２
万
１
、０
０
０
円

※ 
ゆ
っ
く
り
パ
ソ
コ
ン
科
と
Ｃ
Ａ
Ｄ
建
築

科
は
、
５
人
に
満
た
な
い
場
合
は
、
中

止
し
ま
す

　

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　

☎
23

－

２
３
１
６

講
座 

・ 

教
室

毎月第3日曜日は「家庭の日」です
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都
城
市
北
諸
県
郡
健
康
増
進
講
座（
無
料
）

●
日
時　

６
月
20
日
㈭　

19
時
〜
20
時

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　

寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
に

内
科
医
が
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と

　

都
城
市
北
諸
県
郡
健
康
増
進
講
座

事
務
局　

☎
22

－

６
１
１
１

消
費
・
生
活
に
係
る
基
礎
知
識
講
座

　

市
で
は
、
悪
質
な
商
法
に
よ
る
契
約
ト

ラ
ブ
ル
や
身
近
な
消
費
者
問
題
に
つ
い

て
、
法
令
を
含
め
た
基
礎
的
な
知
識
を
得

る
た
め
の
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま

す
。

●
日
時　

第
２
・
４
月
曜
日
（
５
回
程
度
）

　
　
　
　

14
時
〜
15
時
30
分

　
　
　
　

開
講
日
：
７
月
１
日
㈪

●
定
員　

15
人
程
度

※ 

５
人
以
上
で
開
催
。
場
所
な
ど
に
つ
い

て
は
、
開
催
が
決
ま
り
次
第
、
別
途
お

知
ら
せ
し
ま
す

　

６
月
14
日
㈮
ま
で
に
生
活
文
化
課

　
　
　

☎
23

－

２
１
２
１

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座（
無
料
）

●
日
時　

６
月
20
日
㈭　

14
時
〜

●
場
所　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院

　
　
　
　

教
育
研
修
棟

●
内
容　

肥
満
と
食
生
活

●
定
員　

先
着
80
人　

※
申
し
込
み
不
要

　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院
地
域
医
療

連
携
室　

☎
23

－

４
１
１
１

都
城
高
専 

教
養
講
座

ま
な
び
長
屋

「
高
校
現
代
社
会・再
学
」（
無
料
）

　

高
校
の
教
科
書
「
現
代
社
会
（
政
治
・

経
済
）」
を
再
び
勉
強
す
る
講
座
で
す

　

社
会
人
に
な
っ
て
も
う
一
度
政
治
・
経

済
の
基
本
的
な
こ
と
を
勉
強
し
た
い
人

は
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

６
月
12
日
㈬
〜
７
月
31
日
㈬
の

毎
週
水
曜
日　

19
時
〜
21
時

●
定
員　

50
人

※
事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

●
場
所　

都
城
高
専
専
攻
科
研
究
棟
２
階

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

　

都
城
高
専
吉
井
千
周
研
究
室

　
　

☎
47

－

１
２
５
９

※ 
詳
し
く
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

「
ま
な
び
長
屋
」
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
確

認
く
だ
さ
い

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
無
料
）

　

精
神
科
の
病
気
、
心
の
健
康
に
関
す
る

問
題
、
不
眠
、
抑
う
つ
、
過
食
・
拒
食
、

リ
ス
ト
カ
ッ
ト
、
引
き
こ
も
り
、
ア
ル
コ

ー
ル
依
存
、
薬
物
問
題
、
そ
の
他
の
依
存

症
に
つ
い
て
、
精
神
科
の
医
師
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

●
日
程　

６
月
24
日
㈪
、
７
月
18
日
㈭
、

　
　
　
　

８
月
15
日
㈭

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す

●
場
所　

都
城
保
健
所

　

都
城
保
健
所　

☎
23

－

４
５
０
４

女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

●
専
門
相
談　

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女

性
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

　

6
月
19
日
㈬　

14
時
〜
16
時

◎
法
律
相
談

　

６
月
25
日
㈫ 　

13
時
〜
16
時

※ 

専
門
相
談
お
よ
び
面
接
相
談
は
事
前
の

予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
相
談
は
随
時

受
け
付
け
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
７

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時

●
弁
護
士
法
律
相
談

　

6
月
21
日
㈮　

13
時
〜
16
時

※
弁
護
士
相
談
は
事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
４

相　

談

は申し込み先、問は問い合わせ先の略です
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交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
〜
16
時

●
場
所　

交
通
事
故
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

０
９
４
４

教
育
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
無
料
）

　

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
に
関
す
る
子
ど

も
や
保
護
者
か
ら
の
相
談
に
、
教
育
の
専

門
家
が
応
じ
ま
す
。
気
軽
に
相
談
く
だ
さ

い
。

●
電
話
・
面
接
相
談　

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時
30
分

●
場
所　

教
育
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
八
幡
町
別
館
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
46

－

２
０
８
８

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き

レ
デ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
く
す
の
き
は
、
女

性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
電
話
相
談　

☎
36

－

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
〜
16
時
）

労
働
相
談
（
無
料
）

　

県
で
は
、
労
働
者
や
労
働
組
合
、
事
業

主
な
ど
か
ら
の
労
働
問
題
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
解
決
に
向
け
た
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
う
た
め
、
中
小
企
業
労
働

相
談
所
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

平
日
の
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

●
相
談
内
容　

解
雇
や
賃
金
の
引
下
げ
な

ど
労
働
問
題
に
関
す
る
相
談

●
相
談
方
法　

電
話
ま
た
は
面
談

　

都
城
県
税
・
総
務
事
務
所

　
　

☎
23

－

４
５
１
８

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
申
請

　

介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護
療
養
型

医
療
施
設
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
含
む
）

の
居
住
費
（
滞
在
費
）
と
食
費
は
自
己
負

担
で
す
が
、
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定

申
請
を
行
い
、
認
定
を
受
け
た
市
民
税
非

課
税
世
帯
な
ど
の
低
所
得
の
人
は
負
担
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
介
護
保
険
負
担
限

度
額
認
定
証
を
す
で
に
持
っ
て
い
る
人

は
、
有
効
期
限
が
６
月
30
日
㈰
ま
で
で
す

の
で
、
更
新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
７
月
以
降
の
負
担
軽
減
に
つ
い

て
は
、
平
成
25
年
度
の
課
税
状
況
な
ど
に

よ
り
認
定
し
ま
す
の
で
、
前
年
度
の
認
定

内
容
と
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

２
１
１
４

　
　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

胃
・
乳
が
ん
検
診

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

【
胃
が
ん
検
診
】

●
対
象　

40
歳
以
上
の
市
民

●
日
程
・
場
所

７
／
５
㈮
山
之
口
地
区
公
民
館

７
／
６
㈯
山
田
総
合
セ
ン
タ
ー

７
／
８
㈪
中
郷
地
区
公
民
館

●
受
付　

８
時
〜
11
時

●
定
員　

各
48
人

●
検
診
料　

１
、１
０
０
円

【
乳
が
ん
検
診
】

　

６
月
10
日
㈪
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

●
対
象　

40
歳
以
上
の
偶
数
年
生
ま
れ
の

女
性
（
昭
和
48
年
・
46
年
・
44
年
…
）

●
日
程
・
場
所

７
／
12
㈮
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

７
／
16
㈫
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

７
／
20
㈯
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

７
／
24
㈬
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

７
／
26
㈮
沖
水
地
区
公
民
館

●
受
付　

９
時
〜
11
時
30
分
、

　
　
　
　

13
時
〜
15
時
30
分

●
定
員　

各
60
人

●
検
診
料　

２
、０
０
０
円

※
75
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護
世
帯
や
市

　

民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は
、
保

　

険
証
や
証
明
書
、
市
が
発
行
す
る
各
種

　

検
診
自
己
負
担
金
免
除
通
知
書
を
提
示

　

す
れ
ば
検
診
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

お
知
ら
せ

相　

談

毎月第3日曜日は「家庭の日」です
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児
童
手
当
の
支
給

　

平
成
25
年
度
の
児
童
手
当
は
、
次
の
通

り
支
給
し
ま
す
。

●
支
給
額

対
象
年
齢

支
給
額

３
歳
未
満

１
万
５
、０
０
０
円

３
歳
以
上
小
学
校
修
了

前
（
第
一
子
、
第
二
子
）
１
万
円

３
歳
以
上
小
学
校
修
了

前
（
第
三
子
以
降
）

１
万
５
、０
０
０
円

中
学
生

１
万
円
（
一
律
）

※ 

所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
人
は
、
一

律
５
、０
０
０
円
。
施
設
入
所
な
ど

の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
３
歳
未
満

１
万
５
、０
０
０
円
、
３
歳
以
上
中
学

校
修
了
前
１
万
円
（
一
律
）

●
支
給
月

６
月
（
２
〜
５
月
分
）

10
月
（
６
〜
９
月
分
）

２
月
（
10
〜
平
成
26
年
１
月
分
）

【
現
況
届
】

　

全
て
の
対
象
者
は
、
６
月
中
旬
に
送
付

す
る
現
況
届
に
記
入
の
上
、
申
請
く
だ
さ

い
。
現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
支
給
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
の
手
続
き
】

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、

必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

①
受
給
者
が
市
外
に
転
出
す
る
と
き

② 

受
給
者
の
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
（
口

座
変
更
）

③
受
給
者
が
子
ど
も
と
別
居
し
た
と
き

④ 

受
給
者
が
子
ど
も
を
養
育
し
な
く
な
っ

た
と
き
（
離
婚
な
ど
）

⑤
受
給
者
が
公
務
員
に
な
っ
た
と
き

⑥
公
務
員
で
な
く
な
っ
た
と
き

⑦
子
ど
も
を
出
生
し
た
と
き

⑧
子
ど
も
が
死
亡
し
た
と
き

⑨
子
ど
も
が
施
設
に
入
所
し
た
と
き

⑩
子
ど
も
が
施
設
を
退
所
し
た
と
き

⑪
里
親
に
な
っ
た
と
き

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－
２
６
８
４

畜
産
農
家
や

た
い
肥
な
ど
を
運
搬
す
る
皆
さ
ん
へ

　

梅
雨
の
時
期
に
は
、
家
畜
の
ふ
ん
尿
に

よ
る
臭
い
や
害
虫
発
生
、
降
雨
時
の
ふ
ん

尿
流
失
に
対
す
る
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
ま

す
。
畜
舎
の
清
掃
や
た
い
肥
舎
、
運
動
場

の
適
正
な
管
理
を
行
い
、
家
畜
排
せ
つ
物

法
の
管
理
基
準
に
従
っ
て
、
家
畜
ふ
ん
尿

の
適
正
な
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
た
い
肥
な
ど
を
田
畑
へ
運
搬
す

る
と
き
の
落
下
物
に
対
す
る
苦
情
や
清
掃

な
ど
の
依
頼
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

た
い
肥
な
ど
を
運
搬
す
る
と
き
は
、
落

下
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
落
下
し
た
場

合
は
す
ぐ
に
清
掃
す
る
な
ど
、
適
正
な
処

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

畜
産
課　

☎
23

－

２
７
６
９

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種

　

平
成
25
年
度
の
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
対
象
者
は
次
の
通

り
で
す
。
対
象
年
齢
の
人
で
、
麻
し
ん
・

風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
済
ん
で

い
な
い
人
は
、
早
め
に
接
種
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

●
対
象

１
期
１
歳
〜
２
歳
未
満

２
期
平
成
19
年
４
月
２
日
〜

平
成
20
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

（
来
年
４
月
に
小
学
校
入
学
の
人
）

●
接
種
回
数　

対
象
年
齢
内
に
１
回
接
種

●
接
種
料
金

対
象
年
齢
内
の
人
で
あ
れ
ば
無
料

※ 

２
期
の
人
は
、
平
成
26
年
３
月
31
日
ま

で
無
料

●
そ
の
他　

す
で
に
麻
し
ん
と
風
し
ん
の

両
方
に
か
か
っ
た
人
、
ま
た
は
接
種
対
象

者
（
１
〜
２
期
）
で
、
平
成
25
年
４
月
か

ら
現
在
ま
で
に
接
種
を
済
ま
せ
た
人
は
、

対
象
外
で
す

※ 

風
し
ん
は
、
妊
娠
初
期
の
女
性
が
か
か

る
と
胎
児
に
も
感
染
し
、
目
が
見
え
に

く
い
、
生
ま
れ
つ
き
心
臓
が
悪
い
な
ど

「
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
」
に
か
か
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
対
象
年
齢
以
外
は

実
費
負
担
で
す
が
、
接
種
が
済
ん
で
い

な
い
人
は
、
早
め
の
接
種
を
お
勧
め
し

ま
す

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

は申し込み先、問は問い合わせ先の略です
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社
会
福
祉
法
人
な
ど
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
に
対
す
る
負
担
軽
減
制
度

●
対
象
サ
ー
ビ
ス　

市
に
申
し
出
の
あ

っ
た
社
会
福
祉
法
人
が
行
う
介
護
福
祉

施
設
サ
ー
ビ
ス
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
）、
訪
問
介
護
、
通
所
介
護
、
短
期

入
所
生
活
介
護
、
夜
間
対
応
型
訪
問
介

護
、
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
、
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、
地
域
密
着
型

介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介

護
、
介
護
予
防
訪
問
介
護
、
介
護
予
防

通
所
介
護
、
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活

介
護
、
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所

介
護
お
よ
び
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
、
こ
れ
ら
に
伴
う
利
用
者

負
担
額
（
１
割
負
担
額
）、
食
費
、
居

住
費
（
滞
在
費
）
お
よ
び
宿
泊
費

●
対
象　

介
護
保
険
料
の
滞
納
が
な

く
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
次
の
要
件

を
全
て
満
た
し
、
生
計
が
困
難
と
市
が

認
め
た
人
お
よ
び
生
活
保
護
受
給
者

① 

年
間
収
入
が
単
身
世
帯
で
１
５
０
万

円
、
世
帯
員
が
１
人
増
え
る
ご
と
に

50
万
円
を
加
算
し
た
額
以
下

② 

預
貯
金
な
ど
の
額
が
単
身
世
帯
で

３
５
０
万
円
、
世
帯
員
が
１
人
増
え

る
ご
と
に
１
０
０
万
円
を
加
算
し
た

額
以
下

③ 

世
帯
が
居
住
用
の
家
屋
、
そ
の
他
日

常
生
活
の
た
め
に
必
要
な
資
産
以
外

に
利
用
し
得
る
資
産
を
所
有
し
て
い

な
い
こ
と

④ 

負
担
能
力
の
あ
る
親
族
な
ど
に
扶
養

さ
れ
て
い
な
い
こ
と

⑤
介
護
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
こ
と

※ 

旧
措
置
入
所
者
で
利
用
者
負
担
割
合

が
５
㌫
以
下
の
人
に
つ
い
て
は
、
軽

減
制
度
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん

（
た
だ
し
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
の
居

住
費
に
係
る
利
用
者
負
担
額
は
軽
減

制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
）

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

① 
申
請
者
（
対
象
者
）
お
よ
び
世
帯
全

員
の
収
入
が
確
認
で
き
る
書
類

※ 
源
泉
徴
収
票
・
年
金
支
払
通
知
書
・

そ
の
他
収
入
を
証
明
す
る
書
類

② 

申
請
者
（
対
象
者
）
お
よ
び
世
帯
全

員
の
預
金
通
帳
（
定
期
預
金
含
む
）、

印
鑑
（
認
め
印
可
）

③
申
請
者
（
対
象
者
）
の
健
康
保
険
証

④ 

生
活
保
護
受
給
証
明
書
（
生
活
保
護

受
給
者
）

●
そ
の
他　

現
在
、
社
会
福
祉
法
人
等

利
用
者
負
担
軽
減
確
認
証
を
持
っ
て
い

る
人
は
、
６
月
28
日
㈮
ま
で
に
更
新
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。
な
お
、
７
月
以

降
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
は
、
前
年
度

の
認
定
内
容
と
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す

　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

２
１
１
４

　
　
　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

お
知
ら
せ

  南九州大学都城キャンパス 　☎ 0120-3739-20
  ●日時　子ども教育学科７/21、環境園芸学科７/28
  　　　　両学科合同８/25　11:00 ～ 16:00
  　　　　H26/ ３/ ２　13:00 ～ 16:30
  ●内容　学科紹介、模擬授業、施設見学ほか
  都城高専（都城工業高等専門学校）☎ 47-1134
  ●日時　７/30　８:00 ～ 16:30
  ●内容　校内見学、学校説明ほか
  都城コアカレッジ　　　　　　　　☎ 38-4811
  ●日時　７/13、８/10、９/14、10/12、11/ ９、
  　　　　12/14、H26/ １/11、２/８、３/29
  　　　　10:00 ～ 12:00
  ●内容　学校説明、体験授業ほか
  都城デンタルコアカレッジ　　　　☎ 38-4812
  ●日時　６/22、７/21、８/３・24、９/28、10/12、
　　　　  11/ ９、12/14、H26/ １/11、２/８
　  　　　10:00 ～ 12:00
　  　　　※８/３のみ 10:00 ～ 13:00
  ●内容　学校説明、体験授業ほか

  国立病院機構都城病院附属看護学校　☎ 22-3690
  ●日時　６/23、８/25　13:00 ～ 15:00
　　　　 ７/10　13:30 ～ 15:40
  ●内容　学校紹介、技術体験、寮見学ほか
  藤元メディカルシステム付属医療専門学校　☎52-6921
  ●日時　８/３、８/24
  ●内容　学校案内、学校説明ほか
  都城調理師高等専修学校　　　　　☎ 22-4626
  ●日時　８/７、８/10、８/20　９:30 ～ 12:00
  ●内容　学校説明、調理実習ほか
  都城看護専門学校　　　　　　　　☎ 22-0711
  ７月以降、同校のホームページまたは電話で確認
　ください

オープンキャンパス情報オープンキャンパス情報

毎月第3日曜日は「家庭の日」です

市内・三股町内の大学や高専、専門学校でオープンキャンパスが行われます。
体験授業などを通して、学生生活に関する疑問などを相談できます。
必ず、事前に各学校に連絡の上、参加ください。　　　　　◎問い合わせ　経営戦略課　☎ 23-2115
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休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
６/16
㈰

ふくしまクリニック（内・消・小） 46-5001
藤元上町（内） 23-4000
みしま内科クリニック（内・循） 51-8100
どいクリニック（外・胃・内） 22-1825
庄内医院（整・ﾘﾊ） 37-0522
野田医院（産・婦） 24-8553
きんじょう歯科医院 38-0120

６/23
㈰

児玉小児科（小） 25-5570
ベテスダクリニック（内） 22-1700
竹田内科（内） 38-1036
山下医院（外・胃） 52-1348
よしかわクリニック（麻・整・内） 23-9384
ふたみ眼科（眼） 38-5532
是枝歯科医院 36-2260

６/30
㈰

政所医院（内・小） 58-2171
有川医院（呼・胃） 24-6677
とくとめクリニック（内・循・消） 26-1820
柳田病院（脳・外） 22-4862
寺本整形（整） 22-1171
すみ産婦人科（産・婦） 23-1152
園田歯科医院 25-2090

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、
歯科医師会は☎25-4100）で確認してください
◎みやざき医療ナビもご利用ください
http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp

●休日当番薬局
６/16 ㈰ さくら、フクシマ、わかば
６/23 ㈰ トロン、前田町椎の木、都北町
６/30 ㈰ 高城、東町、つくし

みやざき医療ナビ

こ
ど
も
基
金
活
用
補
助
金

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
子
育
て
支
援

グ
ル
ー
プ
な
ど
が
、
自
ら
企
画
実
施
す

る
事
業
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

　

今
回
か
ら
、
補
助
を
受
け
る
回
数
を

累
計
３
回
ま
で
と
す
る
制
限
は
な
く
な

り
ま
し
た
。

●
補
助
対
象
事
業

① 

市
の
実
施
す
る
子
育
て
支
援
事
業
を

補
完
す
る
事
業

② 

グ
ル
ー
プ
の
育
成
お
よ
び
活
動
を
支

援
す
る
事
業
ま
た
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業

③ 

児
童
の
非
行
防
止
・
健
全
育
成
活
動

お
よ
び
子
育
て
支
援
に
関
す
る
知

識
・
技
術
向
上
の
た
め
の
事
業

④
子
ど
も
の
自
立
支
援
活
動
事
業

●
補
助
金　

補
助
対
象
経
費
の
90
㌫
以

内
（
上
限
20
万
円
）

※ 

事
業
内
容
や
、応
募
状
況
に
よ
っ
て
、

減
額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

●
そ
の
他　

審
査
会
開
催
後
に
交
付
団

体
を
決
定
し
ま
す

　

６
月
21
日
㈮
ま
で
に
所
定
の
用

紙
で
こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

寝
具
類
等
洗
濯
乾
燥
消
毒
事
業

●
対
象　

要
介
護
１
〜
５
ま
た
は
そ
れ

に
準
ず
る
状
態
の
65
歳
以
上
の
人
、
身

体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
65
歳
以
上

で
身
体
障
害
者
手
帳
２
級
の
人
の
う

ち
、
身
体
の
障
が
い
や
傷
病
な
ど
の
理

由
で
、
本
人
ま
た
は
同
居
家
族
に
よ
る

寝
具
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
人

※
入
院
、
施
設
入
所
者
は
除
く

●
利
用
料　

４
０
０
円

●
対
象
物　

掛
け
布
団
、
敷
布
団
、
毛

布
（
各
１
点
）

●
申
し
込
み　

６
月
25
日
㈫
ま
で
に
各

地
区
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

●
寝
具
の
回
収
日

　

７
月
30
日
㈫
・
８
月
１
日
㈭

※ 

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
済
み
の
布
団
な
ど
の

配
達
は
、
回
収
日
か
ら
約
１
週
間
後

で
す

●
回
収
時
に
準
備
す
る
も
の　

印
鑑

（
ス
タ
ン
プ
式
を
除
く
）、
利
用
料
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
布
団
な
ど

※ 

市
の
委
託
業
者
が
自
宅
へ
回
収
・
配

達
し
ま
す
。
後
日
、
市
か
ら
回
収
の

日
時
を
連
絡
し
ま
す
。
ま
た
、回
収
・

配
達
時
に
は
必
ず
本
人
ま
た
は
家
族

の
立
会
い
を
お
願
い
し
ま
す

　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

３
１
８
４

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設

事
業
者
募
集
説
明
会

　

今
年
度
整
備
予
定
の
地
域
密
着
型
介

護
老
人
福
祉
施
設
（
27
床
）
整
備
事
業

者
の
公
募
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

募
集
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

６
月
27
日
㈭　

14
時
〜

●
場
所　

市
役
所
南
別
館
４
階

　
　
　
　

第
１
会
議
室

　

６
月
25
日
㈫
ま
で
に
介
護
保
険

課　

☎
23

－

２
１
１
４

緑
の
募
金

　

都
城
市
み
ど
り
推
進
会
議
で
は
、
美

し
い
郷
土
を
つ
く
り
、
豊
か
な
水
を
育

く
む
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
切
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
緑
資
源
を
守
り

育
て
る
た
め
、「
緑
の
募
金
」
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

集
め
ら
れ
た
募
金
は
、
市
内
の
各
地

域
や
団
体
な
ど
で
実
施
す
る
緑
化
事
業

や
、
み
ど
り
の
少
年
団
活
動
支
援
に
活

用
さ
れ
、地
域
に
還
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
地
域
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
募
金
活
動

に
ご
理
解
の
上
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

都
城
市
み
ど
り
推
進
会
議
事
務
局

　
　
（
森
林
保
全
課
内
）　

　
　

☎
23

－

２
１
５
２

は申し込み先、問は問い合わせ先の略です



「
西に
し
だ
け嶽

鹿か
く
ら倉

絵え

ず図
」

都城市立図書館　●休館日／６月17日・24日、７月１日・４日・８日・15日　　●開館時間／９：30～18：50
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※水曜日は20：00まで開館  
高城図書館　　　●休館日／６月16日～22日・25日、７月２日・９日・15日　 ●開館時間／９：30～18：00

６月15日～７月15日
都城市立図書館　☎22-0239
高城図書館　　　☎58-4224

子
ど
も
の
た
め
の
夜
間
映
写
会

（
ナ
イ
ト
シ
ア
タ
ー
）

●
６
月
15
日
㈯

　

19
時
30
分
〜
20
時
30
分

※
夜
間
の
た
め
、
保
護
者
が
必

　

ず
同
伴
し
て
く
だ
さ
い

国
際
交
流
員
に
よ
る

読
み
聞
か
せ
会

●
６
月
29
日
㈯　

15
時
〜

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン

読
み
聞
か
せ
会

●
６
月
26
日
㈬　

11
時
〜

お
は
な
し
の
部
屋
〝
そ
ら
ま
め
〞

（
未
就
学
児
の
親
子
）

●
６
月
27
日
㈭　

11
時
〜

本
と
お
は
な
し
の
会

●
７
月
13
日
㈯　

14
時
30
分
〜

内
容　

 

か
ぐ
や
姫

　
　
　
（
日
本
の
民
話
）

都
城
市
立
図
書
館

読
み
聞
か
せ
の
部
屋

高
城
図
書
館

野口武彦（著）講談社（出版）

今年、没後100年を迎えた江戸幕府最
後の将軍「徳川慶喜」。歴史は時とし
てひとりの人物に過剰な役割を負わせ
る…。日本最大の転換期に着目した傑
作評伝。

藤田のぼる（作）早川純子（画）
福音館書店（出版）

フミが図書館で手に取った１冊の本。
そこには、２人の女の子のそれぞれ
違った行動が…どっちが本当の家出
なの？

吉本隆明（著）ハルノ宵子（画）
プレジデント社（出版）

吉本隆明の「正月支度」から「最後の
晩餐（ばんさん）」までの実筆連載や、
エッセイ40話を単行本化。吉本隆明
ファン必見の1冊です。

ディータ・マイヤー（文）
那須田淳（絵）光村教育図書㈱（出版）

オスカーは、小さなネズミの男の子。「僕
は、一番強いトラになりたい。」これを聞
いた魔法使いが彼にかけた魔法は
…。

慶
よしのぶ

喜のカリスマ

みんなの家出

開店休業

もしも、ぼくがトラになったら

●問い合わせ

一般 一般

児
童

児
童

お
知
ら
せ

　

市
立
図
書
館
で
は
、
土
・
日

曜
日
に
限
り
住
民
票
や
印
鑑
証

明
書
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

高
城
図
書
館
は
、
６
月
16
日

㈰
か
ら
22
日
㈯
は
、
蔵
書
点
検

の
た
め
休
館
し
ま
す
。

　

こ
の
絵
図
は
、

都
城
島
津
家
が
狩

猟
の
場
と
し
て
い

た
西
嶽
鹿
倉
を
描

い
た
も
の
で
す
。

狩
猟
場
の
絵
図
で

あ
り
な
が
ら
、
集

落
や
主
要
な
道
な

ど
も
記
さ
れ
て
い
て
、
江
戸
時
代
の
西
岳
地
区
の

様
子
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
絵
図
の
端
に
は
、
高
千
穂
峰
を
前
面
に
見

た
霧
島
山
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
高
千
穂

峰
の
左
の
中
腹
辺
り
か
ら
は
、
噴
煙
が
上
が
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
都
城
市
方
面
か
ら
見
え

る
角
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
噴
煙
は
御お
は
ち鉢

か
ら
上

が
っ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

江
戸
期
に
起
き
た
御
鉢
の
噴
火
は
、
明
和
６
年

（
１
７
６
９
）
か
ら
約
３
年
に
わ
た
る
記
録
の
み

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
絵

図
は
、
明
和
年
間
の
噴
火
か
ら
間
も
な
い
時
期
に

描
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
１
７
７
０
年
代
の

噴
煙
を
上
げ
る
霧
島
山
を
描
い
た
、
と
て
も
貴
重

な
史
料
で
す
。

242013.6



●
農
林
畜
産
業
の
６
次
産
業
化
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
や

担
い
手
不
足
な
ど
の
問
題
を
抱
え
る
同
産
業
に
と
っ
て

重
要
な
政
策
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
推
進
し
て
、
地
域

の
基
幹
産
業
を
守
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

（
豊
満
町　

ハ
ル
う
さ
さ
ん
）

●
「
家
庭
の
日
」
に
つ
い
て
は
前
か
ら
知
っ
て
い
ま
し
た

が
、
優
待
券
制
度
な
ど
少
し
ず
つ
充
実
し
て
き
ま
し
た

ね
。
家
庭
の
役
割
に
つ
い
て
も
う
一
度
、
家
族
み
ん
な

で
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
大
王
町　
　

Ｋ
・
Ｎ
さ
ん
）

●
保
存
用
の
「
平
成
25
年
度
市
税
な
ど
の
納
期
限
・
口
座

振
替
一
覧
表
」
を
早
速
切
り
取
っ
て
、
冷
蔵
庫
に
貼
り

ま
し
た
。
き
ち
ん
と
納
期
を
守
り
た
い
で
す
ね
。

（
高
木
町　

Ｈ
・
Ｎ
さ
ん
）

●
西
都
城
駅
と
青
井
岳
温
泉
を
結
ぶ
バ
ス
路
線
が
で
き
て

喜
ん
で
い
ま
す
。
青
井
岳
温
泉
は
、
四
季
折
々
の
草
花

や
紅
葉
が
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
お
気
に
入
り
の
温

泉
。
つ
い
先
日
も
、
露
天
風
呂
か
ら
見
え
る
満
開
の
藤

の
花
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。（

広
原
町　

Ｍ
・
Ｙ
さ
ん
）

●
現
在
94
歳
で
す
。
１
０
０
歳
に
な
っ
て
も
身
の
回
り
の

こ
と
が
自
分
で
で
き
る
よ
う
、
毎
日
、
折
り
紙
や
買
い

物
な
ど
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
先
日
、
久
し
ぶ
り
に
ふ

る
さ
と
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
蓑
原
町　

ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
）

▼

点
線
に
沿
って
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
製
は
が
き
で
も
可
）

◎問い合わせ
　生活文化課・国際化担当
　☎23-2295

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

今月号を読んでのわたしの一言

シンちゃんが都城にノック！
王新（ワンシン）さん（中国） 　Vol.１

① 家畜防疫日本一のまちづくり。「毎月10日・
20日・30日は都城地域一斉○○の日」

② ６月29日㈯～10月６日㈰開催の都城島津
伝承館企画展「○○と都城のひとびと」

③ 駅舎と利用者の安全を見守る前五十市駅名
誉○○「日置百合子さん」

広報Vol.90

　初めまして、中国重慶市から参りました王新
です。「シンちゃん」と呼んでもらえるとうれしい
です。都城市の国際交流員として役に立てる
よう頑張ります。ずっと日本関係の仕事をしてき
たにも関わらず、日本に住むのは初めてなので、
まるで赤ちゃんが初めて目を開いて周囲を見渡
すように、わくわくとした新鮮な毎日です。
　都城へ向かう道中、車窓越しにあふれる緑
を目にして、いいところに来たと思いました。先
週末には友達の案内で金御岳と関之尾滝へ
行きました。美しい風景に心が癒され、来てよ
かったと感激しました。
　都城の素晴らしい風景と優しい皆さんに恵ま
れた恩返しに、さまざまな中国文化を皆さんへ
面白くお伝えしたいと思います。秋には中国語
講座も開催予定です。気軽に
連絡をくださってシンちゃんの中
国文化にぜひ「ノック」してくだ
さい。
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電話番号　（　　　　　）　　　　　－

フリガナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

P O S T  C A R D

お手数ですが
50円切手を
お貼りください

都城市役所秘書広報課行
（広報都城 No.90 2013年6月号）

今月の読者プレゼント
施 設 案 内

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話
番号と、わたしの一言や６月号を読んだ感想を書いて
〒885-8555　秘書広報課まで。正解者の中から抽選で
１人にプレゼントを差し上げます。

※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選
者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　７月１日㈪　当日消印有効
◎発表　本紙８月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集してい
ます。詳しくは秘書広報課まで問い合わせください
◎４月号クイズの結果【応募総数58通】

　★正解／①スマイル　②風力　③ゴボウ
◎４月号当選者　中神　三重子さん（太郎坊町）

【焼き肉三昧舟盛り御膳ペア食事券 1組】
商品提供事業者
都城ご当地グルメ推進
協議会（都城商工会館内）
☎23ｰ0001
牛肉・豚肉・鶏肉いず
れも産出額日本一の
「肉の都」ならではの
ご当地グルメ。ぜひ、
ご賞味ください。

◆美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　9:00～17:00（入館は16:30まで）
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
※７月８日㈪～22日㈪までは展示替作業のため休館
◎収蔵作品展「こうぼのちから」　～７月７日㈰
◆都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
開館時間　9:30～17:00（入館は16:30まで）

入館料　一般210円 高校生150円 小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎企画展「遊びにいこう ！　大昔の都城へ」　～９月１日㈰
◆都城島津邸（早鈴町） ☎23-2116
開館時間　9:00～17:00（入館は16:30まで）
観覧料　「本宅」小学生以上100円
　　　　「都城島津伝承館」一般210円
　　　　 高校・大学生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
※伝承館は、６月25日㈫～28日㈮は展示替作業のため休 
　館。本宅は、通常通り開館
◎収蔵作品展「都城と都城島津家」　～６月23日㈰
◆人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　9:30～17:00（入館は16:30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎山之口麓文弥節人形浄瑠璃定期公演
　６月16日㈰　14：00～
◆山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
開館時間　9:00～17:00
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◆高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　9:30～17:00（入館は16:30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◆旧後藤家商家交流資料館（高城町） ☎58-6900
開館時間　10:00～16:00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◆たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　10:00～15:00
　　　　　㊎、㊏、㊗の前日は19:00～22:00も開館

入館料　中学生以上300円　小学生100円
休館日　毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）
◎プラネタリウム作り　※要予約（限定20組）
　６月23日（日）　10：00～12：30　材料費900円

▲

点
線
に
沿
って
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
製
は
が
き
で
も
可
）

※６月16日～７月15日の日程



平成25年５月 1日現在 前月比 前年比
世帯数 70,676 世帯 （   26） （   84）

人口総数 167,275 人 （　483） （ｰ 900）

男 78,308 人 （　283） （－ 517）

女 88,967 人 （　200） （－ 383）
※平成22年国勢調査確定値基づく推計人口です

都城市現住人口

今 年に入って、新聞などで景気が回復基
調に あ るといった 話 題 を目にしま す。

地方に住む私にはまだあまりその実感はあり
ませんが、都市部では元気になりつつあるの
がメディアを通してジンワリ伝わってきます。
今月号で紹介している都 城 地 域 雇 用創 造 協
議会は、雇用拡大を目的に活動しています。
主催する各種セミナーはいずれも即スキルア
ップにつながる良質なものばかり。一人でも
多くの人がセミナーを活用し、景気回復の波
に乗ることを願っています。（和）

子どもの日の５月５日、都城島津邸で端午まつりが開
催され、多くの家族連れが訪れました。来場者らは、こ
ま回しや竹とんぼ、おはじきなど昔の遊びを体験。その
他にも、邸内を一周する、みやこんじょ力車組合による
人力車の無料乗車を楽し
んだり、島津邸とその周
辺の散策や記念撮影をし
たりしながら、さわやか
な初夏のひと時を満喫し
ていました。

最高の眺めに殿さま気分？

イベントカレンダー
（６月16日～７月15日）

※【　】内は場所、問は問い合わせ先

都城市エリア

７
月

４日㈭～７日㈰
七夕まつり「織り姫展」
【旧後藤家商家交流資料館】
問　旧後藤家商家交流資料館　☎58-6900

７日㈰　10：00～17：00
ハンドメイドマーケット ぴあ＊ぴあマーケット
【都城圏域地場産業振興センター】
問　同実行委員会　☎38-8824

８日㈪・９日㈫
おかげ祭り【神柱神社周辺】
問　おかげ祭り振興会　☎21-4835

環霧島エリア

７
月

13日㈯ 14：00～、18：00～
森昌子コンサート【曽於市末吉総合センター】
問　曽於市末吉総合センター　☎76-7100

13日㈯・14日㈰　16：00～
霧島国分夏まつり【国分市街地周辺】
問　霧島商工会議所　☎0995-45-0313

◆編集後記

インフォメーション

今月の表紙

●日時　６月30日㈰　
　       　 開演15:00（開場14:30）
●料金　全席指定　4,000円
　　　　  ※ 未就学児童入場不可。当日券500円アップ

●日時　６月21日㈮　
　　　　　14:00～16:00
●料金　500円（お茶またはコーヒーとお菓子付き）

沖縄県出身の女性シンガー。
同世代から絶大な支持を受けてい
るＢＥＮＩの都城公演。

三股町出身で東京芸術大学で学んだ新
進気鋭のトロンボーン奏者・今村岳志さん
のコンサート。午後のひとときを、コーヒー
片手にちょっとぜいたくに過ごしてみませ
んか？

◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

BENI Premium LIVE

アフタヌーン・ティコンサート
今村岳志トロンボーンコンサート

2013 in Miyakonojo

テレビ番組

ラジオ番組

■MRTラジオ（AM放送936kHz）
「みやこのじょうドキドキナビ」
毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30～15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
9：49～9：54、15：54～15：59（再）

■BTVケーブルテレビ
　（デジタル111ch）
※毎回10分間放送
「みやこんじょジャーナル」
　①  6：50～　②11：50～　③17：50～
　④20：50～　⑤22：50～

市の提供番組紹介

スマートフォンか
らも市政情報がご
覧になれます

曽於市

霧島市

27 Miyakonojo City Public Relations 2013.6




